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朱
熹
に
お
け
る
四
書
注
釋
の
「
説
明
」
と
實
踐
知
の
所
在

市
來

津
由
彦

は
じ
め
に

朱
熹
は
四
書
へ
の
「
注
釋
」
と
い
う
表
現
法
に
よ
り
そ
の
思
想
の
基
本
を
か
た
ち
に
固
着
化
し
た
。
本
稿
筆
者
は
先
に
、
「
朱
熹
の
四

書
注
釋
に
お
け
る
「
解
説
」
的
言
辭
の
特
質
と
そ
の
形
成
」（『
東
洋
古
典
學
研
究
』
第

集
、
二
〇
一
一
年
。
以
下
「
前
稿
」
と
稱
す
る
）

32

に
お
い
て
、
そ
の
言
葉
の
内
容
と
特
質
に
つ
い
て
檢
討
し
た
。
本
稿
は
、
前
稿
と
素
材
が
一
部
重
な
る
が
、
前
稿
で
論
及
が
不
足
し
た
領

域
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
朱
熹
の
四
書
注
釋
は
、
そ
れ
が
注
釋
表
現
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、

學
知
的
「
説
明
」
と
し
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
作
成
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
そ
こ
に
は
、
前
代
ま
で
の
注
釋
に
對
す
る
大
き
な
特
色
が
み

ら
れ
る
。「
實
踐
」
の
場
（
以
下
、
本
稿
で
は
「
生
の
現
場
」

と
稱
す
る
）
で
こ
そ
わ
か
る
、
す
な
わ
ち
「
説
明
」
と
い
う
場
に
は
載
り

（１）

に
く
い
實
踐
「
知
」
の
領
域
（
以
下
、「
實
踐
知
」
と
記
述
）

の
問
題
の
所
在
や
、
ま
た
、
人
間
存
在
の
根
據
が
人
に
具
わ
る
そ
の
具
わ

（２）

り
方
と
い
っ
た
、
感
覺
知
覺
に
よ
っ
て
で
は
な
く
思
索
の
上
で
論
理
的
思
辨
的
に
し
か
た
ど
れ
な
い
「
形
而
上
」
の
問
題

の
所
在
が
、「
説

（３）

明
」
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
實
踐
知
の
問
題
と
「
形
而
上
」
の
問
題
と
が
重
な
る
事
柄
は
、
常
識
的
に
考
え
る
と
「
説
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明
」
に
載
せ
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
朱
熹
が
そ
こ
を
「
説
明
」
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
前
稿
で
は
指
摘
し
、

そ
う
し
た
説
明
を
圖
る
朱
熹
の
動
機
や
説
明
形
成
の
過
程
を
檢
討
し
た

。
（４）

し
か
し
、
實
踐
知
の
問
題
と
「
形
而
上
」
の
問
題
と
が
重
な
る
領
域
に
つ
い
て
、
前
稿
で
は
現
象
を
簡
略
に
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
前
稿
と
重
な
る
素
材
な
が
ら
こ
の
領
域
の
説
明
を
詳
細
化
し
（
第
一
節
）、
朱
熹
の
「
説
明
」
の
裝
置
、「
形
而
上
」
の

問
題
を
構
圖
と
し
て
注
釋
に
取
り
込
む
裝
置
を
考
察
す
る
（
第
二
節
）
。
ま
た
、
朱
熹
か
ら
す
れ
ば
「
説
明
」
は
「
生
の
現
場
」
で
の
實

踐
を
志
向
す
る
が
、
前
稿
で
は
こ
の
「
現
場
」
と
「
説
明
」
と
の
關
係
に
つ
い
て
ふ
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
點
に
つ
い
て
、
朱
熹
の

主
觀
側
か
ら
（
第
三
節
）
と
、
明
代
に
朱
子
學
の
内
側
か
ら
立
ち
あ
が
っ
た
い
わ
ゆ
る
陽
明
學
の
批
判
を
受
け
る
朱
子
學
的
思
考
に
と
っ

て
立
ち
現
れ
た
課
題
か
ら
（
第
四
節
）、
注
釋
「
説
明
」
と
い
う
か
た
ち
を
と
る
朱
子
學
の
表
現
の
特
質
を
考
察
す
る
。
加
え
て
最
後
に
、

こ
う
し
た
朱
子
學
の
注
釋
の
言
葉
・
そ
れ
を
檢
討
す
る
陽
明
學
の
言
葉
が
、
對
應
す
る
「
生
の
現
場
」
の
實
踐
に
本
來
は
向
か
う
も
の
と

し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
の
に
對
し
、
本
稿
を
記
述
す
る
近
代
學
知
の
言
葉
は
、
そ
う
し
た
場
に
は
向
か
わ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
記
述
が
確

保
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
態
を
指
摘
す
る
（
第
五
節
）。
そ
こ
か
ら
、
朱
子
學
の
注
釋
の
「
學
び
」
の
構
成
の
特
質
を
あ
ら
た
め
て
振
り

返
る
こ
と
と
す
る
。

一

『
大
學
』
三
綱
領
・
「
曾
子
一
貫
」
注
釋
に
み
る
解
説
「
説
明
」

四
書
注
釋
は
、「
形
而
上
」
の
問
題
の
所
在
、
實
踐
知
の
問
題
の
所
在
を
そ
の
説
明
に
組
み
込
む
。
た
だ
し
そ
れ
は
、
實
踐
に
お
け
る
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心
の
境
地
を
語
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
問
題
の
「
所
在
」
を
指
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
稿
と
事
例
が
重
な
る
が
、
朱
熹

が
ど
の
よ
う
に
説
明
し
、
そ
の
ど
こ
が
「
形
而
上
」
の
問
題
や
實
踐
知
の
問
題
の
所
在
な
の
か
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
問
題
の
所
在
を
直

に
解
説
す
る
も
の
と
、「
説
明
」
の
特
別
な
裝
置
を
導
入
し
つ
つ
複
雜
に
解
説
す
る
も
の
と
を
擧
げ
る
。

【
事
例
①
『
大
學
』
三
綱
領
】

ま
ず
前
者
の
例
と
し
て
、
四
書
中
の
『
大
學
』「
大
學
之
道
、
在
明
明
德
、
在
親
民
、
在
止
於
至
善
」
に
對
す
る
「
章
句
」
を
擧
げ
る
。

こ
の
部
分
は
、
自
身
の
修
養
を
向
上
さ
せ
人
々
の
倫
理
生
活
の
向
上
を
導
く
・
實
現
す
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
朱
子
學
の
基
本
理
念
と
な

る
「
修
己
治
人
」
説
を
、
注
釋
の
「
説
明
」
と
し
て
朱
熹
が
も
っ
と
も
端
的
に
語
る
有
名
な
箇
所
で
あ
る
。
三
綱
領
そ
れ
ぞ
れ
に
對
應
す

る
部
分
の
頭
に
記
號
を
付
け
て
、
原
文
の
み
を
引
用
す
る
。

Ａ

「
明
」、
明
之
也
。「
明
德
」
者
、
人
之
所
得
乎
天
、
而
虛
靈
不
昧
、
以
具
衆
理
而
應
萬
事
者
也
。
但
爲
氣
稟
所
拘
、
人
欲
所
蔽
、
則

有
時
而
昏
。
然
其
本
體
之
明
、
則
有
未
嘗
息
者
。
故
學
者
當
因
其
所
發
而
遂
明
之
、
以
復
其
初
也
。

Ｂ

「
新
」
者
革
其
舊
之
謂
也
。
言
既
自
明
明
德
、
又
當
推
以
及
人
、
使
之
亦
有
以
去
其
舊
染
之
汚
也
。

Ｃ

「
止
」
者
、
必
至
於
是
不
遷
之
意
也
。「
至
善
」
則
事
理
當
然
之
極
也
。
言
明
明
德
、
新
民
、
皆
當
至
於
至
善
之
地
而
不
遷
。
蓋
必

其
有
以
盡
夫
天
理
之
極
、
而
無
一
毫
人
欲
之
私
也
。

Ａ
は
「
明
明
德
」
を
説
明
す
る
。「
修
己
治
人
」
の
「
修
己
」
で
あ
る
。「
人
の
天
よ
り
得
て
、
虛
靈
に
し
て
昧
か
ら
ず
し
て
、
以
て
衆

理
を
具
へ
て
萬
事
に
應
ず
る
所
の
者
」
と
の
説
明
か
ら
す
る
と
、「
明
德
」
は
人
の
心
（
心
身=

實
踐
の
主
體
）
の
高
い
能
力
を
言
う
が
、

そ
の
能
力
内
容
（
「
具
衆
理
而
應
萬
事
」
）
と
と
も
に
、「
天
」
の
語
に
よ
り
能
力
の
根
據
を
も
説
く
。
こ
こ
で
は
根
據
は
こ
の
「
天
」
の

語
だ
け
だ
が
、
對
應
す
る
箇
所
の
『
大
學
或
問
』
は
、「
理
・
氣
」
の
論
を
驅
使
し
、
天
地
間
の
存
在
者
の
あ
り
方
と
い
う
視
點
か
ら
解
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説
し
て
い
く
。
形
而
上
の
「
理
」
が
形
而
下
の
現
象
世
界
に
内
在
し
て
諸
存
在
者
が
存
立
し
て
い
る
と
い
う
解
説
が
讀
者
に
詳
し
く
與
え

ら
れ
る
。
次
の
「
氣
稟
の
拘
す
る
所
、
人
欲
の
蔽
ふ
所
と
爲
れ
ば
、
則
ち
時
と
し
て
昏
す
る
有
り
」
以
下
は
、
實
踐
知
の
課
題
の
所
在
を

語
る
。
人
の
現
實
態
と
し
て
は
「
明
」
が
「
氣
稟
・
人
欲
」
の
作
用
に
よ
り
「
時
と
し
て
昏
す
る
有
」
る
と
し
て
も
、
し
か
し
向
上
の
根

據
と
し
て
「
明
」
が
「
本
體
」
と
し
て
具
わ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
「
昏
」
か
ら
の
「
明
」
の
回
復
、
す
な
わ
ち
向
上
は
か
な
ら
ず
可
能

で
あ
り
な
す
べ
き
こ
と
だ
と
、「
明
」
の
根
據
と
い
う
「
形
而
上
」
の
問
題
を
前
提
に
し
つ
つ
、
實
踐
知
の
問
題
の
所
在
が
説
か
れ
る
。

Ｂ
、
Ｃ
の
「
新
民
」「
止
於
至
善
」
の
注
釋
が
、「
修
己
治
人
」
の
「
治
人
」
に
の
内
容
あ
た
る
。
こ
こ
も
や
は
り
實
踐
知
の
課
題
の
所

在
を
語
る
。
「
推
し
て
以
て
人
に
及
ぼ
」
せ
る
と
す
る
の
は
、
予
測
的
に
し
か
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
言
う
「
人
」
と
自
身
と

は
皆
「
明
」
を
持
ち
つ
つ
「
昏
」
に
も
な
り
得
る
こ
と
に
お
い
て
存
在
者
と
し
て
同
じ
あ
り
方
を
し
て
い
る
た
め
と
い
う
理
解
が
前
提
に

あ
る

。
そ
の
前
提
に
は
「
形
而
上
」
の
問
題
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
前
提
ゆ
え
に
實
踐
知
の
問
題
で
あ
る
次
の
「
之
を
し
て
亦
た
以
て
其

（５）

の
舊
染
の
汚
を
去
る
有
ら
し
」
む
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
Ｃ
、
こ
の
連
鎖
で
社
會
が
良
く
な
っ
て
い
く
、
と
い
う
の
が
「
止
於
至
善
」

の
解
説
で
あ
る
。

「
修
己
治
人
」
の
思
想
を
注
釋
に
組
み
込
む
に
あ
た
り
、
人
と
い
う
存
在
者
の
存
立
を
「
理
・
氣
」
の
論
か
ら
語
る
「
形
而
上
」
の
問

題
の
認
識
を
基
礎
に
し
、
そ
こ
に
實
踐
知
の
問
題
の
所
在
を
重
ね
、
そ
れ
に
贊
同
す
る
か
は
別
と
し
て
、
説
明
と
し
て
は
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
て
い
る
の
が
以
上
に
う
か
が
え
る
。

な
お
、
右
に
、
根
據
と
し
て
の
「
天
」
は
『
或
問
』
で
は
「
理
・
氣
」
の
論
に
よ
っ
て
説
く
と
言
っ
た
が
、
や
は
り
人
の
あ
り
方
を
根

源
か
ら
解
説
す
る
『
中
庸
』
第
一
章
「
天
命
之
謂
性
」
句
の
『
章
句
』
で
は
、「
命
、
猶
令
也
。
性
即
理
也
。
天
以
陰
陽
五
行
化
生
萬
物
、

氣
以
成
形
而
理
亦
賦
焉
、
猶
命
令
也
。
於
是
人
物
之
生
、
因
各
得
其
所
賦
之
理
、
以
爲
健
順
五
常
之
德
、
所
謂
性
也
。」
と
、「
理
・
氣
」
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の
論
か
ら
解
説
す
る
。『
中
庸
或
問
』
の
對
應
す
る
箇
所
も
、「
理
・
氣
」
の
論
を
敷
衍
し
て
「
性
」
と
は
何
か
を
解
説
す
る
。『
大
學
』「
明

明
德
」
と
『
中
庸
』「
天
命
之
謂
性
」
の
『
章
句
』
は
、
人
の
あ
り
方
を
理
論
的
に
解
説
説
明
す
る
最
重
要
箇
所
と
な
っ
て
い
る
。

【
事
例
②
「
曾
子
一
貫
」】

『
論
語
』
里
仁
篇
の
い
わ
ゆ
る
「
曾
子
一
貫
」
に
對
す
る
集
注
は
、
朱
熹
の
四
書
注
釋
の
「
説
明
」
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
盛
り
込
み
、

全
體
が
事
例
①
に
述
べ
た
「
修
己
治
人
」
説
と
も
な
っ
て
お
り
、
や
や
難
し
い
が
作
り
込
ま
れ
た
注
釋
解
説
と
な
っ
て
い
る
。
内
容
に
つ

い
て
は
前
稿
で
も
説
い
た
の
で
、
こ
こ
で
は
「
形
而
上
」
の
問
題
と
實
踐
知
の
問
題
と
を
ど
う
示
し
て
い
る
か
を
中
心
に
み
て
み
よ
う

。
（６）

『
論
語
』
本
文
は
、

子
曰
は
く
、「
參
よ
、
吾
が
道
は
一
以
て
之
を
貫
く
」
と
。
曾
子
曰
は
く
、「
唯
」
と
。
／
子
出
づ
。
門
人
問
ひ
て
曰
は
く
、「
何
の

し
ん

ハ
イ

謂
ひ
ぞ
や
」
と
。
曾
子
曰
は
く
、「
夫
子
の
道
は
、
忠
恕
の
み
」
と
。

（
子
曰
、「
參
乎
、
吾
道
一
以
貫
之
。」
曾
子
曰
、「
唯
。」
／
子
出
。
門
人
問
曰
、「
何
謂
也
。」
曾
子
曰
、「
夫
子
之
道
、
忠
恕
而
已
矣
。」）

と
い
う
、
深
遠
な
問
題
は
な
に
も
な
い
、
一
見
「
忠
恕
」
の
大
切
さ
を
説
く
だ
け
の
簡
單
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
本
文
に
對
し
朱
熹
は
、

右
の
「
唯
」
の
後
と
、「
忠
恕
而
已
矣
」
の
後
と
に
分
け
て
解
説
を
つ
け
、
そ
の
後
に
「
程
子
曰
」
三
條
を
引
く
。
以
下
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
等
の

記
號
を
付
け
、
原
文
の
み
を
引
用
す
る
。「
／
」
は
朱
熹
の
解
説
文
脈
の
區
切
り
、「
（

）」
は
出
典
箇
所
等
、
理
解
の
便
宜
の
た
め
の
補

い
で
あ
る
。

Ａ

「
參
乎
」
者
、
呼
曾
子
之
名
而
告
之
。「
貫
」
、
通
也
。「
唯
」
者
、
應
之
速
而
無
疑
者
也
。
／
聖
人
之
心
、
渾
然
一
理
、
而
泛
應
曲

當
、
用
各
不
同
。
曾
子
於
其
用
處
、
蓋
已
隨
事
精
察
而
力
行
之
、
但
未
知
其
體
之
一
爾
。
夫
子
知
其
眞
積
力
久
、
將
有
所
得
、
是
以

呼
而
告
之
。
曾
子
果
能
默
契
其
指
、
即
應
之
速
而
無
疑
也
。
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Ｂ

盡
己
之
謂
「
忠
」、
推
己
之
謂
「
恕
」
。「
而
已
矣
」
者
、
竭
盡
而
無
余
之
辭
也
。
／
夫
子
之
一
理
渾
然
、
而
泛
應
曲
當
、
譬
則
天
地

之
「
至
誠
無
息
」（
『
中
庸
』
二
六
章
の
語
）、
而
萬
物
各
得
其
所
也
。
自
此
之
外
、
固
無
余
法
、
而
亦
無
待
於
推
矣
。
曾
子
有
見
於

此
、
而
難
言
之
。
故
借
學
者
盡
己
推
己
之
目
以
著
明
之
、
欲
人
之
易
曉
也
。
／
蓋
至
誠
無
息
者
、
道
之
體
也
、
萬
殊
之
所
以
一
本
也
。

萬
物
各
得
其
所
者
、
道
之
用
也
、
一
本
之
所
以
萬
殊
也
。
以
此
觀
之
、「
一
以
貫
之
」
之
實
、
可
見
矣
。
／
或
曰
、「
中
心
爲
忠
、
如

心
爲
恕
。
」（
『
詩
經
』「
關
雎
」
小
序
「
正
義
」
等
の
古
注
に
お
け
る
字
形
要
素
か
ら
の
忠
恕
の
説
明
）、
於
義
亦
通
（
忠
は
心
に
あ

る
も
の
、
恕
は
そ
の
心
に
し
た
が
う
こ
と
（
心
の
如
く
す
）
と
い
う
理
解
。
心
に
は
「
實
」
な
る
「
理
」・
「
誠
」
が
具
わ
る
と
い
う

認
識
を
前
提
に
置
き
つ
つ
字
形
説
明
を
肯
定
す
る
）。

Ｃ
①

程
子
曰
、「
以
己
及
物
、
仁
也
。
推
己
及
物
、
恕
也
。『
違
道
不
遠
』
是
也
。
忠
恕
一
以
貫
之
、
忠
者
天
道
、
恕
者
人
道
、
忠
者
無

妄
、
恕
者
所
以
行
乎
忠
也
。
忠
者
體
、
恕
者
用
、『
大
本
逹
道
』
也
。
此
與
『
違
道
不
遠
』
異
者
、
動
以
天
爾
。」（『
河
南
程
氏
遺
書
』

卷
一
一
の
語
に
基
づ
く
。
程
顥
語
。）

②

又
曰
、「
『
維
天
之
命
、
於
穆
不
已
』、
忠
也
。『
乾
道
變
化
、
各
正
性
命
』、
恕
也
。
」（
『
河
南
程
氏
外
書
』
卷
七
の
語
に
基
づ
く
。

程
頤
語
。）

③

又
曰
、「
聖
人
敎
人
各
因
其
才
。『
吾
道
一
以
貫
之
。
』『
唯
』、
曾
子
爲
能
逹
此
。
孔
子
所
以
告
之
也
。
曾
子
告
門
人
曰
、『
夫
子
之

道
、
忠
怒
而
已
矣
。
』、
亦
猶
夫
子
之
告
曾
子
也
。
中
庸
所
謂
『
忠
恕
違
道
不
遠
』、
斯
乃
『
下
學
上
逹
』
之
義
。
」（
『
論
語
精
義
』
卷

二
下
所
引
の
語
に
基
づ
く
。
置
か
れ
た
位
置
か
ら
は
、
程
頤
語
と
朱
熹
は
み
た
と
ほ
ぼ
み
な
せ
る
語
。）

Ａ
は
、
孔
子
の
「
吾
が
道
は
一
以
て
之
を
貫
く
」
と
の
語
り
か
け
に
對
し
、
曾
參
が
「
は
い
」
と
す
ぐ
に
返
事
し
得
た
理
由
を
解
説

そ
う
し
ん

す
る
。
ま
ず
「
聖
人
の
心
」
の
あ
り
樣
を
、「
心
」
の
「
一
」
の
「
體
」
と
「
泛
應
曲
當
」
の
「
用
」
と
い
う
、「
形
而
上
」
の
問
題
に
關
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わ
る
視
點
か
ら
説
く
（
説
明
の
裝
置
と
し
て
の
「
體
・
用
」
は
第
二
節
の
注
で
論
及
）。
次
に
そ
の
視
點
か
ら
見
て
「
將
に
得
る
所
有
ら

ん
と
す
」、
も
う
一
歩
で
到
達
す
る
と
曾
子
の
境
地
を
見
た
ゆ
え
に
、
孔
子
は
自
身
の
教
導
の
實
踐
と
し
て
語
り
か
け
、
機
が
熟
し
て
い

た
ゆ
え
に
そ
の
ひ
と
言
で
曾
參
は
心
の
「
體
」
の
「
一
」
が
實
踐
知
と
し
て
内
側
か
ら
す
ぐ
に
つ
か
め
た
（
「
能
默
契
」）
と
、
心
の
「
體

用
」
の
統
合
の
獲
得
と
い
う
實
踐
知
の
問
題
を
語
る
も
の
と
し
て
朱
熹
は
解
讀
す
る
。

Ｂ
も
、「
形
而
上
」
の
問
題
と
實
踐
知
の
問
題
と
の
兩
面
か
ら
解
説
す
る
。
孔
子
の
境
涯
で
あ
る
「
一
理
渾
然
」
と
「
泛
應
曲
當
」
と

い
う
Ａ
の
心
の
「
體
・
用
」
關
係
を
、
天
地
に
生
み
出
さ
れ
る
萬
物
す
べ
て
に
天
地
の
「
至
誠
息
む
無
」
き
働
き
が
貫
か
れ
て
い
る
こ
と

に
比
定
し
、
「
形
而
上
」
の
問
題
の
所
在
を
提
示
す
る
。
か
つ
後
半
で
さ
ら
に
、「
萬
殊
之
所
以
一
本
」「
一
本
之
所
以
萬
殊
」
と
い
う
言

い
方
に
よ
り
、「
一
理
渾
然
」
と
「
泛
應
曲
當
」、
「
至
誠
無
息
」
と
「
萬
物
各
得
其
所
」
を
重
ね
た
關
係
構
圖
を
説
き
、（
人
も
萬
物
の
一

で
あ
り
天
地
の
道
の
働
き
に
貫
か
れ
て
い
る
ゆ
え
に
）
こ
の
構
圖
か
ら
「
一
貫
」
の
内
實
が
わ
か
る
と
し
、
や
は
り
「
形
而
上
」
の
問
題

の
所
在
を
示
す
。
理
論
的
な
方
向
で
再
説
す
る
と
こ
ろ
に
、
構
圖
を
傳
え
た
い
強
い
意
識
が
う
か
が
え
る
。
た
だ
、
こ
こ
は
、
「
理
一
分

殊
」
と
い
う
、
萬
物
の
各
々
に
お
け
る
「
理
」
の
あ
り
方
の
理
解
が
前
提
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
理
解
ぬ
き
に
こ
れ
だ
け
で
は
わ
か
り
に

く
い
（
説
明
の
裝
置
と
し
て
の
「
理
一
分
殊
」
は
第
二
節
の
注
で
論
及
）。

そ
し
て
、
「
夫
子
の
道
は
、
忠
恕
の
み
」
を
解
説
す
る
Ｂ
の
殘
る
中
間
部
分
に
お
い
て
、
實
踐
知
の
問
題
の
所
在
を
開
示
す
る
。
こ
こ

で
朱
熹
は
き
わ
め
て
獨
創
的
な
解
説
を
す
る
。
す
な
わ
ち
、
曾
參
は
孔
子
の
語
り
か
け
に
よ
り
自
身
の
内
側
か
ら
「
一
以
貫
之
」
を
ぱ
っ

と
自
覺
で
き
た
（
Ａ
）。
し
か
し
、
道
の
働
き
を
自
身
の
自
覺
と
し
て
は
ま
だ
つ
か
め
て
い
な
い
他
の
門
人
（
曾
子
の
門
人
と
い
う
解
釋

も
あ
る
）
に
は
、
聞
か
れ
て
も
こ
の
自
覺
内
容
を
傳
え
に
く
い
。
門
人
は
「
説
明
」
を
求
め
る
が
、
實
踐
知
に
關
わ
る
の
で
「
説
明
」
は

困
難
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
そ
こ
で
曾
參
は
、（
こ
こ
が
核
心
だ
が
、）
門
人
も
「
生
の
現
場
」
の
こ
と
と
し
て
日
頃
わ
が
身
に
お
こ
な
っ
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て
い
る
、
主
體
の
内
と
外
を
つ
な
ぐ
德
行
の
實
踐
と
し
て
の
「
忠
（
内
。「
一
」
に
つ
な
が
る
）・
恕
（
外
。「
泛
應
曲
當
」
に
つ
な
が
る
）
」

と
い
う
身
近
な
わ
か
り
や
す
い
事
「
目
」
を
手
が
か
り
と
し
て
示
し
た
。「
忠
恕
」
の
こ
の
實
踐
體
感
か
ら
、
夫
子
が
つ
か
ん
で
い
る
「
一

以
貫
之
」
の
「
一
」、
す
な
わ
ち
道
の
働
き
わ
た
り
が
各
自
の
内
側
か
ら
わ
か
り
得
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
曾
參
は
提
示
し
た
と
朱
熹
は
解

説
す
る
。「
み
な
も
日
頃
こ
こ
ろ
が
け
と
し
て
普
通
に
お
こ
な
っ
て
い
る
忠
恕
の
中
に
こ
そ
、
先
生
が
い
ま
言
わ
れ
た
「
一
貫
」
の
實
踐

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

知
と
し
て
の
獲
得
の
問
題
が
あ
る
の
で
す
よ
」
と
。
こ
こ
で
朱
熹
は
、
「
一
貫
」
の
内
實
と
し
て
の
「
忠
恕
」
を
、
孔
子
に
限
っ
た
も
の

で
は
な
く
門
人
も
共
有
す
る
も
の
で
あ
り
、「
一
貫
」
へ
の
手
が
か
り
と
し
て
門
人
が
す
で
に
内
側
か
ら
わ
か
っ
て
い
る
事
柄
と
位
置
づ

け
る
。
素
朴
に
『
論
語
』
本
文
を
み
る
と
「
忠
恕
」
は
孔
子
の
も
の
と
し
か
み
え
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
驚
く
よ
う
な
解
説
で
あ
る
。

し
か
し
朱
熹
の
思
想
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
確
認
す
る
前
に
、
補
説
と
し
て
の
Ｃ
に
ふ
れ
て
お

こ
う
。

Ｃ
の
①
は
、
こ
こ
の
『
論
語
』
の
「
忠
恕
」
を
『
中
庸
』
に
み
え
る
「
忠
恕
」
と
重
ね
、
後
者
を
媒
介
に
し
て
心
の
振
る
舞
い
で
あ
る

「
忠
恕
」
を
天
地
の
「
道
」
の
働
き
か
ら
位
置
づ
け
る
補
説
で
あ
る
。
②
も
同
旨
で
引
く
も
の
で
あ
る
。
と
も
に
「
形
而
上
」
の
問
題
の

所
在
を
語
る
。
朱
熹
か
ら
す
れ
ば
、「
一
理
渾
然
」
と
「
泛
應
曲
當
」
、
「
至
誠
無
息
」
と
「
萬
物
各
得
其
所
」
を
構
圖
と
し
て
重
ね
る
の

は
程
子
の
お
考
え
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
③
は
、
孔
子
と
曾
參
、
曾
參
と
他
の
門
人
と
の
問
答
の
妙
味
、
す
な
わ
ち
實
踐
知
の
問

題
の
所
在
開
示
の
や
り
方
を
論
評
す
る
も
の
で
あ
る
。

話
を
戻
す
と
、
先
に
、
門
人
が
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
と
し
て
「
忠
恕
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
説
い
た
。
な
ぜ
そ
う
な
る
の

か
。
Ｃ
の
③
が
こ
の
こ
と
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
曾
參
へ
の
孔
子
の
働
き
か
け
と
他
の
門
人
へ
の
曾
參
の
語
り
か
け
と

は
、「
亦
た
猶
ほ
夫
子
の
曾
子
に
告
ぐ
る
が
ご
と
き
な
り
」、
竝
行
的
だ
と
程
子
は
言
う
。『
論
語
』
の
こ
の
話
の
初
め
に
孔
子
が
語
り
か
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け
、
そ
の
働
き
か
け
に
よ
り
曾
參
に
「
一
貫
」
の
自
覺
が
も
た
ら
さ
れ
た
が
、
曾
參
の
言
葉
は
、
そ
の
自
覺
に
向
け
て
他
の
門
人
を
促
す

相
似
の
語
り
か
け
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
は
孔
子
、
曾
參
、
お
よ
び
他
の
孔
門
が
、
ⅰ
わ
か
っ
て
い
る
聖
人
、
ⅱ
も
う
一

歩
で
わ
か
り
そ
う
な
場
に
お
り
聖
人
の
示
唆
で
わ
か
っ
た
人
、
ⅲ
ま
だ
わ
か
っ
て
い
な
い
が
示
唆
で
こ
れ
か
ら
わ
か
る
で
あ
ろ
う
人
と
、

三
種
の
人
間
と
し
て
想
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
③
の
引
用
は
、
朱
熹
が
、
こ
の
見
解
は
程
子
に
發
す
る
も
の
と
す
る
も
の
で
あ
る
。「
わ

か
る
」
可
能
性
は
も
と
よ
り
萬
人
が
持
つ
。
そ
し
て
曾
參
を
、「
わ
か
っ
て
い
な
い
」
樣
態
か
ら
「
わ
か
る
」
へ
と
轉
換
し
、
さ
ら
に
他

者
へ
働
き
か
け
る
人
物
と
し
て
形
象
し
位
置
づ
け
る
。
こ
の
構
圖
は
と
言
え
ば
、
こ
れ
は
、
朱
熹
思
想
の
王
道
で
あ
る
「
修
己
治
人
」
の

構
圖
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
萬
人
が
惱
め
る
者
で
あ
る
と
と
も
に
そ
れ
を
克
服
し
て
人
間
と
し
て
の
向
上
の
可
能
性
を
持
ち
、
少
し
く
向
上

の
自
覺
を
持
て
た
者
は
他
の
者
の
惱
め
る
姿
を
み
る
と
そ
の
地
平
か
ら
向
上
へ
の
働
き
か
け
が
で
き
て
そ
の
惱
め
る
他
者
は
自
力
で
向
上

し
、
こ
の
連
鎖
で
社
會
は
よ
く
な
っ
て
い
く
。
い
わ
ゆ
る
朱
子
學
の
根
幹
の
思
想
で
あ
る
。
こ
れ
を
孔
子
、
曾
參
、
お
よ
び
他
の
孔
門
と

い
う
關
係
に
か
ぶ
せ
か
け
語
っ
た
も
の
が
、
つ
ま
り
里
仁
篇
本
章
の
集
注
で
あ
り
、
そ
の
思
想
表
象
の
要
所
に
い
る
の
が
、
朱
熹
の
「
曾

參
」
で
あ
る
。
「
忠
恕
」
は
、
孔
子
だ
け
で
な
く
曾
參
も
門
人
も
み
な
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
と
し
て
、
わ
か
る
可
能
性
を
萬
人
み
な
が
持

つ
と
い
う
と
こ
ろ
の
内
容
と
し
て
、
ま
さ
に
位
置
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

以
上
、
や
は
り
「
形
而
上
」
の
問
題
の
理
解
を
基
礎
に
し
、
そ
こ
に
實
踐
知
の
問
題
の
所
在
を
重
ね
て
解
説
し
つ
つ
、
孔
子
を
は
じ
め

『
論
語
』
に
登
場
す
る
人
物
の
動
き
と
心
理
を
、「
修
己
治
人
」
の
思
想
か
ら
解
讀
し
解
説
説
明
す
る
も
の
と
し
て
注
釋
を
作
成
す
る
朱

熹
の
す
が
た
が
う
か
が
え
る
。
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二

「
説
明
」
の
た
め
の
裝
置

―
修
辭
の
範
型
と
概
念

―

二
―
一

「
一
而
二
、
二
而
一
」

―
雙
方
向
か
ら
事
態
を
捉
え
る
思
考

―

さ
て
前
稿
で
も
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
四
書
注
釋
は
、
語
句
の
訓
詁
的
な
解
説
や
文
脈
の
單
純
説
明
以
外
、
や
や
複
雜
な
主
張
を
込

め
る
場
合
、
あ
る
「
説
明
」
の
型
を
「
説
明
」
の
裝
置
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
前
稿
の
言
葉
で
言
え
ば
、
こ
の
型
は
、
説

明
對
象
の
事
柄
、
事
象
を
、
相
關
す
る
二
項
に
分
け
、
そ
の
二
項
の
雙
方
向
か
ら
解
析
し
解
説
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
二
項
は
、

一
體
の
相
關
す
る
も
の
で
あ
り
、
事
柄
を
、
そ
の
内
部
に
お
い
て
で
は
な
く
、
そ
の
事
柄
、
事
象
の
内
部
に
は
完
結
し
な
い
外
部
や
普
遍

性
に
も
通
じ
る
視
座
か
ら
捉
え
よ
う
と
す
る
。
第
一
節
の
事
例
②
「
曾
子
一
貫
」
の
集
注
で
は
、
Ｂ
部
分
に
「
至
誠
無
息
者
、
道
之
體
也
、

萬
殊
之
所
以
一
本
也
。
萬
物
各
得
其
所
者
、
道
之
用
也
、
一
本
之
所
以
萬
殊
也
。」
と
あ
る
、
「
道
の
體
／
用
」「
萬
殊
之
所
以
一
本
／
一

本
之
所
以
萬
殊
」
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
型
は
二
段
階
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
第
一
段
階
は
修
辭
の
範
型
（
言
い
回
し
）
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。「
以
Ａ
言
之
、
則

Ｃ
、
以
Ｂ
言
之
、
則
Ｄ
」「
自
Ａ
而
言
之
、
Ｃ
、
自
Ｂ
而
言
之
、
Ｄ
」「
統
而
言
之
、
Ｃ
、
分
而
言
之
、
Ｄ
」
な
ど
と
言
っ
た
か
た
ち
で
現

れ
る
。「
Ａ
／
Ｂ
」
に
は
相
關
す
る
事
柄
の
概
念
が
入
る
。
各
文
章
の
説
明
内
容
の
落
ち
着
き
先
は
「
Ｃ
／
Ｄ
」
に
あ
り
、
そ
れ
は
具
體

的
な
事
柄
で
あ
る
か
ら
、「
Ａ
／
Ｂ
」
概
念
は
、
一
般
的
に
は
「
Ｃ
／
Ｄ
」
よ
り
も
高
次
、
抽
象
度
の
高
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
も

抽
象
度
の
高
い
も
の
か
ら
存
在
者
的
實
體
性
を
含
む
も
の
ま
で
樣
々
で
あ
る
。
右
の
「
（
道
の
）
體
／
用
」
は
論
理
關
係
を
言
う
も
の
で
、

も
っ
と
も
抽
象
度
が
高
い
。
實
體
性
を
含
む
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
「
理
／
氣
」
で
あ
る
。
右
の
「
一
本
／
萬
殊
」
は
中
間
に
あ
た
る
。
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そ
し
て
、「
以
Ａ
言
之
、
則
Ｃ
、
以
Ｂ
言
之
、
則
Ｄ
」
と
い
う
第
一
段
階
の
修
辭
的
言
い
回
し
か
ら
「
Ａ
／
Ｂ
」
に
あ
た
る
概
念
が
獨
行

し
て
、
そ
の
概
念
同
士
の
關
係
を
直
接
言
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
言
い
回
し
段
階
が
第
二
段
階
で
あ
る
。
右
の
「
萬
殊
之
所
以
一
本
／
一

本
之
所
以
萬
殊
」
と
い
う
よ
う
な
説
明
で
あ
る
。

佐
野
公
治
氏
は
そ
の
著
作
に
お
い
て
、「
Ａ
／
Ｂ
」
の
關
係
を
説
明
す
る
右
の
第
二
段
階
の
説
明
裝
置
と
し
て
の
思
考
を
、
北
宋
の
程

頤
が
表
出
し
た
「
一
而
二
、
二
而
一
」
の
語
を
用
い
て
説
明
し
て
い
る

。
以
下
は
そ
の
ま
と
め
の
語
で
あ
る
。
ま
ず
は
理
と
氣
と
の
關

（７）

係
に
つ
い
て
論
じ
る
段
。

（
前
略
）
一
而
二
、
二
而
一
は
理
自
體
、
氣
自
體
の
性
格
、
二
な
る
氣
と
一
な
る
理
と
い
う
理
氣
の
性
格
の
對
比
、
さ
ら
に
理
氣
の

關
係
に
つ
い
て
い
わ
れ
（
、
―
中
略
）
理
あ
る
い
は
氣
ま
た
は
理
氣
相
互
に
は
一
而
二
、
二
而
一
な
る
性
格
、
關
係
が
あ
る
と
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
朱
子
の
思
索
は
不
即
な
る
對
立
を
は
ら
む
二
と
、
不
離
な
る
統
一
に
む
け
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
思
索

を
論
理
構
成
す
れ
ば
「
一
而
二
、
二
而
一
」
と
な
る
の
で
あ
る
。

次
い
で
朱
子
學
の
論
理
全
般
に
つ
い
て
の
ま
と
め
の
段
。

（
前
略
）
そ
こ
で
は
形
而
上
へ
の
普
遍
認
識
に
む
け
ら
れ
る
關
心
と
、
形
而
下
の
經
驗
觀
察
に
む
け
ら
れ
る
關
心
が
有
機
的
に
結
合

さ
れ
、
人
間
學
と
自
然
學
は
龜
裂
を
は
ら
み
な
が
ら
總
合
さ
れ
て
い
た
。（
中
略
―
人
間
學
が
優
位
）
そ
の
基
底
に
は
形
而
上
、
形

而
下
へ
の
二
關
心
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
こ
こ
に
一
而
二
、
二
而
一
の
論
理
の
來
源
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し

て
こ
の
論
理
に
基
づ
い
て
、
龜
裂
を
は
ら
む
諸
領
域
が
執
拗
に
追
求
さ
れ
、
統
一
的
な
思
想
體
系
が
構
築
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

朱
熹
が
四
書
注
釋
で
こ
の
「
一
而
二
、
二
而
一
」
の
語
を
直
接
に
多
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
思
考
の
型
が
こ
う
い
う
も
の
と
し

て
あ
る
こ
と
は
、
佐
野
氏
の
論
述
で
了
解
で
き
よ
う

。
こ
の
型
に
關
連
し
て
、
右
に
あ
が
っ
た
「
體
／
用
」
や
「
一
本
／
萬
殊
」
の
基

（８）
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底
に
あ
る
「
理
一
分
殊
」
に
つ
い
て
は
、
事
例
を
擧
げ
て
さ
ら
に
論
じ
る
必
要
が
あ
る
が
、
紙
幅
の
關
係
で
略
す
こ
と
に
す
る

。
（９）

二
―
二

根
據
の
内
在
を
構
圖
化
す
る
思
考
裝
置
と
し
て
の
「
形
而
上
・
下
」

相
關
す
る
「
Ａ
／
Ｂ
」
と
し
て
も
っ
と
も
重
要
な
概
念
裝
置
は
、
「
形
而
上
／
形
而
下
」
で
あ
る
。
こ
の
語
は
、
人
の
根
據
が
人
に
そ

な
わ
る
と
か
、
世
界
の
し
く
み
を
説
明
す
る
場
面
で
、「
理
氣
」
の
論
と
と
も
に
使
わ
れ
、「
氣
」
に
「
理
」
が
内
在
す
る
こ
と
を
説
く
の

に
用
い
る
。
朱
熹
の
思
想
表
現
と
し
て
こ
う
し
た
用
例
で
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
、
周
惇
頤
「
太
極
圖
説
」
の
、「
圖
」
第
二
圈
（
い
わ

ゆ
る
陰
靜
陽
動
圖
）
を
注
解
す
る
「
解
」
中
の
後
半
の
次
の
説
明
で
あ
る
。
原
文
だ
け
を
示
す

蓋
太
極
者
本
然
之
妙
也
、
動
靜
者
所
乘
之
機
也
。
太
極
、
形
而
上
之
道
也
、
陰
陽
、
形
而
下
之
器
也
。
是
以
自
其
著
者
而
觀
之
、
則

動
靜
不
同
時
、
陰
陽
不
同
位
、
而
太
極
無
不
在
焉
。
自
其
微
者
而
觀
之
、
則
冲
漠
無
朕
、
而
動
靜
陰
陽
之
理
、
已
悉
具
於
其
中
矣
。

「
太
極
」
の
「
理
」
と
「
陰
陽
」
の
「
氣
」
と
の
關
係
を
、
こ
の
「
形
而
上
／
形
而
下
」
に
引
き
あ
て
る
。

「
太
極
」
論
に
お
け
る
朱

熹
の
「
太
極
」
の
捉
え
方
の
こ
う
し
た
説
明
で
特
に
大
事
だ
と
本
稿
筆
者
が
考
え
る
の
は
、「
太
極
圖
解
」
に
お
い
て
、「
圖
」
第
一
圈
（
白

圈
）
に
つ
い
て
、

○
、
此
所
謂
「
無
極
而
太
極
」
也
。
所
以
動
而
陽
、
靜
而
陰
之
本
體
也
。
然
非
有
以
離
乎
陰
陽
也
、
即
陰
陽
而
指
其
本
體
、
不
雜
乎

陰
陽
而
爲
言
爾
。

と
説
く
箇
所
で
あ
る
。「
○
」
は
、
本
來
は
陰
陽
の
氣
の
内
の
働
き
で
あ
り
、
陰
陽
動
靜
に
お
い
て
働
く
そ
の
根
據
と
し
て
の
「
○
」
を

陰
陽
に
内
在
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
指
し
つ
つ
、
し
か
し
陰
陽
と
は
働
き
の
意
味
が
異
な
る
の
で
こ
れ
を
混
同
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、

陰
陽
か
ら
し
い
て
外
に
抽
出
し
て
「
○
」
と
し
て
示
し
た
の
だ
と
朱
熹
は
み
な
す
。
周
惇
頤
の
思
考
か
ら
す
れ
ば
不
當
な
こ
と
だ
が
、
朱



- 13 -

熹
か
ら
す
る
と
、「
圖
」
の
第
一
圈
の
「
○
」
は
、
現
象
界
中
心
で
言
え
ば
本
來
は
書
か
れ
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
す
る
と
、

理
は
あ
り
方
と
し
て
は
氣
に
内
在
し
、
事
柄
も
含
め
現
象
世
界
の
存
在
者
は
常
に
理
と
氣
が
一
體
で
働
く
が
、
理
の
働
き
の
意
味
は
氣
の

働
き
と
は
特
質
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
か
く
て
こ
の
短
い
一
段
は
、
理
氣
の
相
即
と
理
の
獨
自
の
意
義
を
示
唆
す
る
。
そ
し
て

右
に
引
用
し
た
、「
圖
」
第
二
圈
に
對
應
す
る
「
圖
説
」
の
「
解
」
に
お
い
て
、
こ
の
こ
と
を
説
明
す
る
用
語
と
し
て
「
形
而
上
・
形
而

下
」
が
採
用
さ
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
太
極
」
概
念
の
問
題
群
を
、
よ
り
廣
い
思
考
と
し
て
の
「
形
而
上
・
下
」
と
い
う
裝
置
か
ら

捉
え
る
。
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
朱
熹
の
「
定
論
」
確
立
過
程
で
起
こ
っ
た
「
未
發
」
概
念
の
組
み
替
え
と
そ
の
位
置
づ
け
の
更
新
を

語
る
「
已
發
未
發
説
」（
『
朱
文
公
文
集
』
卷
六
七
）
に
お
い
て
「
太
極
」
へ
の
注
目
が
す
で
に
出
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
「
圖
説
解
」
は

そ
の
定
式
化
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
理
氣
論
と
太
極
論
と
「
形
而
上
・
下
」
と
い
う
裝
置
と
が
セ
ッ
ト
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
朱
熹
思

想
の
哲
學
的
側
面
が
成
立
す
る

。
そ
し
て
、
理
氣
論
を
語
る
こ
と
を
柱
と
し
つ
つ
、「
形
而
上
・
下
」
と
い
う
説
明
の
裝
置
が
幅
廣
く
使

（10）

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

た
だ
し
、
四
書
注
釋
の
中
で
、
程
子
で
は
な
く
朱
熹
が
自
身
の
術
語
と
し
て
「
形
而
上
・
下
」
を
直
接
い
う
箇
所
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な

い
。
電
子
版
四
庫
全
書
で
檢
索
す
る
と
、『
四
書
集
注
』
で
は
、『
孟
子
』
卷
一
一
、
告
子
上
篇
「
然
則
犬
之
性
、
猶
牛
之
性
、
牛
之
性
、

猶
人
之
性
與
。」
に
對
す
る
集
注
の
、

愚
按
、
性
者
人
之
所
得
於
天
之
理
也
。
生
者
人
之
所
得
於
天
之
氣
也
。
性
、
形
而
上
者
也
。
氣
、
氣
形
而
下
者
也
。
人
・
物
之
生
、

莫
不
有
是
性
、
亦
莫
不
有
是
氣
。
然
以
氣
言
之
、
則
知
覺
運
動
、
人
與
物
若
不
異
也
。
以
理
言
之
、
則
仁
義
禮
智
之
稟
、
豈
物
之
所

得
而
全
哉
。

と
い
う
例
だ
け
で
あ
る
（
他
の
一
箇
所
は
、
程
子
の
語
。
右
の
例
で
は
、
本
節
で
述
べ
來
た
っ
た
「
説
明
」
の
裝
置
が
典
型
的
に
現
れ
て
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い
る
）
。『
四
書
或
問
』
は
約
十
箇
所
十
五
例
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
の
多
く
が
理
と
氣
の
論
に
關
連
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
本
項
標
題
の
「
根

據
の
内
在
を
構
圖
化
す
る
思
考
裝
置
」
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
の
で
、「
形
而
上
・
下
」
句
の
前
後
を
含
め
、
た
だ
し
説
明
は
拔
き

で
、
左
に
一
覽
に
し
て
示
す
。

本

文

「
形
而
上
・
下
」
の
裝
置

１

庸

１

見
顯
隱
微
・
愼
獨

此
百
姓
特
日
用
而
不
知
耳
、
則
是
不
惟
昧
於
形
而
上
下
之
别
、
而
墮
於
釋
氏
作
用
是
性
之
失
。

２

庸

鬼
神
説

今
侯
氏
乃
析
鬼
神
與
其
德
爲
二
物
、
而
以
形
而
上
下
言
之
。

16

３

語

爲
政

君
子
不
器

其
引
形
而
上
下
之
云
、
亦
無
所
當
於
此
章
之
意
矣
。
／
必
以
形
而
上
下
爲
言
、
則
聖
人
亦
豈
教

人
以
遺
器
而
取
道
者
哉
。

４

語

公
冶
長

女
器

其(
謝)

曰
、
何
害
爲
形
而
上
者
、
則
夫
形
而
上
者
、
乃
名
理
之
辭
、
而
非
指
其
地
位
之
稱
。

５

語

憲
問

下
學
而
上
達

學
者
學
夫
人
事
、
形
而
下
者
也
。
而
其
事
之
理
、
則
固
天
之
理
也
、
形
而
上
者
也
。
學
是
事
而

通
其
理
、
即
夫
形
而
下
者
、
而
得
其
形
而
上
者
焉
、
非
達
天
理
而
何
哉
。

６

語

憲
問

道
之
將
行
也
與
、
命

命
者
、
天
理
流
行
、
賦
於
萬
物
之
謂
也
。
然
其
形
而
上
者
謂
之
理
、
形
而
下
者
謂
之
氣
。

也

７

語

子
張

子
夏
門
人
小
子

灑
埽
應
對
、
所
以
習
夫
形
而
下
之
事
。
精
義
入
神
、
所
以
究
夫
形
而
上
之
理
也
。（
以
下
、
略
）

８

孟

公
孫
丑

不
動
心
、
配
義
與
道

道
、
體
也
。
義
、
用
也
。
二
者
皆
理
也
、
形
而
上
者
也
。
氣
也
者
器
也
、
形
而
下
者
也
。
以
本

體
言
之
、
則
有
是
理
、
然
後
有
是
氣
。
而
理
之
所
以
行
、
又
必
因
氣
以
爲
質
也
。
以
人
言
之
、

則
必
明
道
集
義
、
然
後
能
生
浩
然
之
氣
、
而
義
與
道
也
、
又
因
是
氣
而
後
得
以
行
焉
。
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９

孟

告
子

理
義
之
悦
我
心

亦
曰
形
而
上
者
、
無
非
實
理
耳
。

以
上
、
心
の
制
御
か
ら
身
體
的
振
る
舞
い
を
通
し
他
者
と
の
關
係
や
社
會
的
役
割
を
實
現
し
て
い
く
「
修
己
治
人
」
の
實
踐
知
の
問
題

と
、
そ
の
實
踐
を
す
る
主
體
や
他
者
が
そ
う
い
う
こ
と
を
實
現
し
得
る
能
力
を
な
ぜ
持
つ
の
か
に
關
わ
る
、「
理
」
の
内
在
の
し
く
み
と

い
う
「
形
而
上
」
の
論
の
問
題
と
を
、
朱
熹
は
注
釋
の
「
説
明
」
に
載
せ
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
人
と
は
ど
う
い
う
存
在
で
あ
り
、
何

を
な
す
べ
き
か
、
な
ぜ
そ
れ
が
で
き
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を
、
讀
者
は
「
説
明
」
的
認
識
と
し
て
ま
ず
つ
か
む
。
ま
た
そ
れ
を
み
ず
か

ら
の
こ
と
と
し
て
引
き
受
け
實
踐
す
る
。
こ
う
い
う
こ
と
が
、
四
書
注
釋
に
「
説
明
」
と
し
て
組
み
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

三

實
踐
知
の
所
在

三
―
一

實
踐
知
の
所
在
と
注
釋
の
「
説
明
」
世
界

以
上
、
朱
熹
は
、
修
辭
と
構
圖
の
裝
置
に
よ
り
、
人
間
存
在
の
し
く
み
と
位
置
を
説
明
と
し
て
注
釋
に
書
き
込
み
、
そ
こ
か
ら
實
踐
知

の
所
在
を
位
置
づ
け
た
。
た
だ
し
こ
の
限
り
で
は
實
踐
知
は
課
題
の
「
所
在
」
と
し
て
の
「
説
明
」
の
中
に
な
お
あ
り
、
し
か
し
そ
の
「
説

明
」
は
、
讀
む
と
い
う
こ
と
で
完
結
す
る
性
質
の
も
の
で
は
な
く
、
實
踐
の
「
生
の
現
場
」
に
開
か
れ
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

親
切
な
こ
と
に
、「
實
踐
の
場
に
向
か
う
べ
き
」
と
い
う
論
も
、
そ
の
注
釋
の
中
に
準
備
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
本
稿
第
一
節
の
事

例
で
言
え
ば
、『
大
學
』
三
綱
領
解
説
「
新
民
」
の
、「
既
自
明
明
德
、
又
當
推
以
及
人
、
使
之
亦
有
以
去
其
舊
染
之
汚
」
の
「
當
」
字
で

、

あ
り
、『
論
語
』
里
仁
篇
「
曾
子
一
貫
」
解
説
後
半
で
、「
忠
恕
」
を
、
み
な
が
共
有
實
行
し
て
い
る
事
柄
と
し
て
曾
子
が
配
慮
し
て
持
ち
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出
し
教
導
し
た
と
す
る
箇
所
で
あ
る
。『
孟
子
』
は
政
治
思
想
の
演
説
も
多
く
、
注
釋
の
解
説
も
そ
の
解
説
内
で
完
結
す
る
も
の
も
多
い

が
、『
論
語
』
は
孔
子
と
孔
門
の
生
活
場
面
、「
生
の
現
場
」
の
振
る
舞
い
と
問
答
と
い
う
體
裁
を
と
る
た
め
、
實
踐
知
に
つ
な
が
る
解
説

を
書
き
込
み
や
す
い
。
た
と
え
ば
、
子
罕
篇
「
川
上
の
嘆
」
章
（
「
子
在
川
上
曰
、
逝
者
如
斯
夫
、
不
舍
晝
夜
。」）
に
つ
い
て
、
集
注
は
、

、

「
天
地
之
化
、
往
者
過
、
來
者
續
、
無
一
息
之
停
、
乃
道
體
之
本
然
也
。
然
其
可
指
而
易
見
者
、
莫
如
川
流
。
故
於
此
發
以
示
人
、
欲
學
、

者
時
時
省
察
、
而
無
毫
髮
之
間
斷
也
。」
と
解
説
す
る
。「
欲
」
字
が
實
踐
を
促
す
直
接
の
語
だ
が
、
そ
の
前
の
「
於
此
發
以
示
人
」
も
、

、
、
、
、

本
文
の
「
曰
は
く
」
を
、「
（
感
じ
取
っ
て
い
な
い
か
も
知
れ
な
い
の
で
）
同
行
者
に
わ
ざ
わ
ざ
言
っ
た
の
だ
」
と
説
明
し
、
孔
子
の
教
導

の
實
踐
を
懇
切
に
開
示
す
る
も
の
で
あ
り
、「
曾
子
一
貫
」
で
「
忠
恕
」
を
門
人
み
な
共
有
の
も
の
と
し
て
持
ち
出
し
た
曾
子
の
教
導
の

説
明
と
趣
向
を
同
じ
く
す
る
解
説
で
あ
る
。

重
ね
て
さ
ら
に
親
切
な
こ
と
に
は
、
注
釋
を
讀
む
者
が
説
明
の
理
解
に
と
ど
ま
り
、
な
い
し
は
理
解
が
別
の
目
的
に
つ
な
が
る
の
を
、

な
す
べ
き
正
當
な
實
踐
に
導
い
て
い
く
ヒ
ン
ト
の
論
も
、
説
明
と
し
て
あ
る
。
そ
の
一
は
、
學
び
の
當
事
者
性
の
自
覺
を
實
踐
の
場
に
お

い
て
求
め
る
、「
爲
己
の
學
（
己
の
爲
に
す
る
の

學

。
自
身
の
向
上
の
た
め
の
學
び
）」
の
論
で
あ
る
。「
爲
己
」
は
、「
爲
人
（
人
の
爲

た
め

ま
な
び

に
す
。
他
者
の
評
價
を
求
め
る
）」
と
セ
ッ
ト
に
な
る
『
論
語
』
憲
問
篇
中
の
語
で
あ
る
。
朱
熹
と
朱
門
に
お
い
て
こ
の
「
爲
己
」
の
姿

勢
が
尊
重
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
朱
熹
の
婿
の
黄
榦
を
例
と
し
て
論
じ
た

。
本
稿
で
は
、『
大
學
或
問
』
の
中
で
語
ら
れ
た

（11）

「
爲
己
」
を
原
文
で
引
く
に
と
ど
め
る
。

大
抵
以
學
者
而
視
天
下
之
事
、
以
爲
己
事
之
所
當
然
而
爲
之
、
則
雖
甲
兵
・
錢
穀
・
籩
豆
・
有
司
之
事
、
皆
爲
己
也
。
以
其
可
以
求

知
於
世
而
爲
之
、
則
雖
割
股
・
廬
墓
・
弊
車
羸
馬
、
亦
爲
人
耳
。

す
な
わ
ち
、
病
氣
の
親
へ
の
手
當
て
、
死
去
し
た
親
へ
の
服
喪
、
悲
し
み
の
表
象
な
ど
、
か
な
ら
ず
本
人
が
行
う
し
か
な
い
「
善
」
と
さ
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れ
る
振
る
舞
い
で
も
、
世
間
的
に
評
價
を
受
け
る
の
を
意
圖
し
て
行
う
な
ら
ば
「
爲
人
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
外
れ
て
お
り
、
一
方
、
一

見
、
自
己
の
外
に
あ
る
か
の
よ
う
な
、
官
人
と
し
て
の
社
會
的
行
政
的
活
動
も
、
眼
前
の
そ
の
局
面
で
當
事
者
と
し
て
の
わ
が
身
に
課
せ

ら
れ
た
課
題
で
あ
る
と
眞
に
自
覺
す
る
な
ら
ば
、「
爲
己
」
の
こ
と
と
な
る
と
捉
え
る
べ
き
と
す
る
。「
生
の
現
場
」
で
の
實
踐
の
姿
勢
を

問
い
質
す
と
い
う
論
で
あ
る
。
ま
た
、
一
は
、「
（
修
己
治
人
の
）
學
び
」
の
ど
ん
な
段
階
に
あ
っ
て
も
、「
學
び
」
に
對
し
て
心
こ
こ
に

あ
る
こ
と
か
ら
外
れ
な
い
よ
う
で
あ
れ
と
す
る
「
居
敬
」
と
い
う
實
踐
の
論
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
論
は
『
大
學
』
に
は
も
と
は
な
い
の

だ
が
、
周
知
の
よ
う
に
朱
熹
は
こ
の
問
題
を
『
大
學
或
問
』
の
冒
頭
に
延
々
と
書
き
込
ん
だ
。

四
書
集
注
の
注
釋
と
そ
の
解
説
書
群
は
、
ま
こ
と
に
學
び
の
所
在
を
親
切
に
提
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
門
人
と
な
っ
た
讀
者
は
、
こ

の
よ
う
な
四
書
注
釋
テ
キ
ス
ト
を
讀
む
。
朱
熹
の
生
前
な
ら
ば
、
不
明
、
不
審
な
こ
と
に
つ
い
て
質
問
し
、
回
答
説
明
が
得
ら
れ
た
。
こ

の
テ
キ
ス
ト
、
讀
者
門
人
、
著
者
朱
熹
の
關
係
性
に
つ
い
て
振
り
返
る
と
、
朱
熹
に
は
朱
熹
の
人
生
と
「
生
の
現
場
」
が
あ
り
、
四
書
注

釋
は
そ
の
體
感
感
覺
を
受
け
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
門
人
に
は
各
門
人
の
「
生
の
現
場
」
が
あ
る
。
同
時
代
ゆ
え
に
そ
の
共
有
の

感
覺
も
あ
る
。
門
人
は
門
人
の
現
場
か
ら
質
問
を
す
る
。『
朱
子
語
類
』
の
問
答
や
朱
熹
の
『
文
集
』
の
お
び
た
だ
し
い
書
簡
の
多
く
は
、

そ
の
質
問
と
應
答
の
集
積
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
基
本
的
に
は
問
い
か
け
に
對
應
し
た
解
説
が
返
る
。
し
か
し
よ
く
み
る
と
、
問
い
に
對

應
し
な
い
回
答
が
返
る
こ
と
も
多
い
。
實
踐
知
の
所
在
と
い
う
文
脈
か
ら
み
る
と
、
そ
こ
が
興
味
深
い
。
四
書
の
語
彙
に
お
け
る
概
念
性

が
確
固
と
は
確
立
さ
れ
て
い
な
い
と
か
、
四
書
本
文
と
朱
熹
の
解
説
の
意
圖
と
に
ず
れ
が
あ
る
と
か
の
場
合
に
、
そ
う
し
た
こ
と
が
起
き

る
よ
う
で
あ
る
。
對
應
し
な
い
事
態
を
み
る
と
、
朱
熹
自
身
の
「
生
の
現
場
」
に
立
っ
た
感
覺
を
入
れ
た
應
答
が
多
い
。
實
踐
知
の
所
在

は
説
明
内
に
書
か
れ
て
は
い
て
も
、
そ
の
理
解
で
事
足
り
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
現
場
で
の
實
踐
に
お
い
て
實
現
さ
れ
る
。
問
い
に
對

應
し
な
い
ず
れ
の
と
こ
ろ
は
、
朱
熹
自
身
が
前
提
的
に
そ
う
了
解
し
、
振
る
舞
っ
て
い
る
現
れ
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
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典
型
的
事
例
を
あ
げ
よ
う
。『
中
庸
』
の
「
未
發
」
と
い
う
概
念
や
そ
れ
に
關
わ
る
「
敬
」
の
實
踐
の
論
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
朱
熹
の

「
舊
説
」
か
ら
「
定
論
」
へ
の
轉
換
は
こ
の
問
題
の
處
理
か
ら
始
ま
っ
た

。
前
稿
で
も
、「
未
發
」
の
出
所
で
あ
る
『
中
庸
』
第
一
章
の

（12）

「
未
發
・
已
發
」
に
對
し
、
本
稿
前
節
の
「
形
而
上
・
下
」
裝
置
に
よ
る
構
圖
を
か
ぶ
せ
、「
定
論
」
の
立
場
か
ら
「
未
發
」
概
念
を
明

確
化
す
る
こ
と
が
で
き
て
「
説
明
」
が
成
立
し
た
こ
と
を
論
じ
た
。
門
人
は
、
そ
の
注
釋
テ
キ
ス
ト
（
こ
こ
は
中
庸
章
句
・
或
問
）
を
ま

ず
「
説
明
」
と
し
て
受
け
と
め
、
そ
し
て
門
人
自
身
の
體
感
で
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
體
感
と
の
ず
れ
が
出
る
箇
所
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

そ
の
應
答
に
關
連
し
て
、
中
純
夫
氏
が
そ
の
舊
稿
に
お
い
て
興
味
深
い
事
象
を
指
摘
し
て
い
る

。「
未
發
」
に
關
連
す
る
『
中
庸
』
本
文

（13）

「
戒
愼
恐
懼
」
に
お
け
る
工
夫
に
つ
い
て
の
質
問
へ
の
回
答
に
お
い
て
、
朱
熹
が
、
も
や
も
や
す
っ
き
り
し
な
い
言
葉
を
返
し
て
い
る
と

い
う
事
象
で
あ
る
。
中
氏
が
引
く
『
朱
子
語
類
』
の
原
文
の
句
を
示
す
と
、「
只
恁
地
略
約
住
（
た
だ
こ
う
し
て
少
し
（
心
を
）
ひ
き
し

め
て
や
る
こ
と
だ
。
―
中
氏
譯
文
、
以
下
同
）
」（
卷
六
二

）
、「
只
是
略
省
一
省
（
た
だ
少
し
氣
を
つ
け
て
い
れ
ば
よ
い
）
／
只
略
略
收

78

拾
來
（
た
だ
少
し
ば
か
り
整
え
て
や
る
）」（
同

）、
「
且
只
恁
混
沌
養
將
去
（
只
こ
う
混
沌
と
養
っ
て
い
く
）」（
卷
六

）
と
い
っ
た
語

95

118

で
あ
る
。
中
氏
は
こ
れ
ら
の
語
を
「
曖
昧
」「
わ
か
り
に
く
い
」
と
評
し
、「
工
夫
「
論
」
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
と
ら
れ
た
戒
懼
愼
獨
の

説
き
分
け
と
い
う
方
法
」
の
問
題
點
と
み
る
（
九
七
頁
）。
本
稿
本
節
の
問
題
の
文
脈
か
ら
こ
の
事
象
を
觀
察
す
る
と
、
門
人
が
テ
キ
ス

ト
を
受
け
と
め
、
自
身
の
體
驗
と
擦
り
合
わ
せ
を
し
、
そ
こ
に
生
じ
た
違
和
感
が
あ
る
の
で
問
う
の
だ
が
、
そ
の
問
う
と
き
に
、
注
釋
の

解
説
を
中
心
化
し
テ
キ
ス
ト
の
文
言
に
即
應
し
た
「
説
明
」
を
求
め
る
問
い
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
ま
ず
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
對
し
、
朱

熹
は
、
門
人
が
そ
の
よ
う
に
「
説
明
」
化
に
傾
き
す
ぎ
る
と
み
て
と
り
、「
説
明
」
と
し
て
は
「
曖
昧
」
に
な
る
感
覺
を
、
朱
熹
自
身
の

體
感
か
ら
そ
の
ま
ま
確
信
的
に
精
確
に
言
明
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
「
曖
昧
」
な
言
葉
を
繰
り
返
す
と
こ
ろ
に
こ
の
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
言
葉
が
「
曖
昧
」
な
こ
と
が
、「
生
の
現
場
」
に
正
直
に
と
い
う
門
人
へ
の
朱
熹
の
促
し
を
示
す
と
い
う
こ
と
で
重
要
で
あ
り
、
朱
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熹
自
身
が
「
現
場
」
に
立
っ
て
い
る
こ
と
の
證
左
で
あ
る
と
言
え
ま
い
か
。

以
上
の
事
例
、
ま
た
『
朱
子
語
類
』
に
お
け
る
同
類
の
多
く
の
問
答
か
ら
は
、
朱
熹
が
「
生
の
現
場
」
に
立
つ
立
場
か
ら
回
答
す
る
こ

と
、
ま
た
、
注
釋
解
説
の
「
説
明
」
が
説
明
の
中
で
完
結
し
な
い
こ
と
を
冷
靜
に
感
得
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
う
か
が
え
る

。
（14）

三
―
二

朱
子
學
の
「
學
び
」
の
構
成

四
書
注
釋
の
「
説
明
」
内
容
、
説
明
の
た
め
の
裝
置
、「
説
明
」
と
實
踐
の
場
と
の
關
係
に
つ
い
て
、
以
上
、
論
じ
て
き
た
。
こ
れ
ら

を
ま
と
め
る
と
、
朱
熹
の
思
想
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
四
書
注
釋
を
讀
む
者
か
ら
み
て
の
、
學
ば
れ
る
も
の
と
し
て
の
「
朱
子
學
」
と
み

る
立
場
か
ら
み
た
場
合
の
、「
學
び
」
の
構
成
と
い
う
も
の
が
う
か
び
あ
が
る
。
そ
れ
は
、
次
の
三
點
か
ら
成
る
と
言
え
る
。

ⓐ
四
書
注
釋
…
本
文
と
注
釋
。
注
釋
に
は
「
形
而
上
」
の
問
題
の
論
と
實
踐
知
の
所
在
の
指
摘
を
含
む
。

ⓑ
「
學
び
」
の
論
…
「
爲
己
の
學
」
の
論
＝
學
び
の
當
事
者
性
の
自
覺
の
促
し
／
「
居
敬
」
の
論
＝
學
び
の
不
斷
性
の
促
し

ⓒ
「
生
の
現
場
」
に
お
け
る
實
踐
と
實
踐
知
…
ⓐ
に
指
示
さ
れ
た
「
實
踐
知
」
の
實
現

ⓐ
の
理
解
で
と
ど
ま
ら
ず
、
ⓐ
の
中
に
所
在
の
「
説
明
」
は
あ
る
實
踐
知
を
ⓒ
の
「
現
場
」
に
お
い
て
實
現
す
る
と
い
う
の
が
、
こ
の
「
學

び
」
の
構
成
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
右
の
ⓐ
ⓑ
ⓒ
の
構
成
が
萬
全
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
第
一
に
、『
中
庸
』「
戒
愼
恐
懼
」
に
お
け
る
工
夫
の
理
解
の
ず
れ
を
右

に
う
か
が
っ
た
よ
う
に
、
ⓐ
の
説
明
を
ⓒ
で
忠
實
に
履
行
し
よ
う
と
し
て
も
、
門
人
と
朱
熹
と
の
あ
い
だ
に
ず
れ
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。

朱
熹
に
と
っ
て
は
、
ⓐ
は
自
身
の
「
生
の
現
場
」
か
ら
發
し
た
説
明
で
あ
り
、
ⓐ
ⓒ
は
連
續
し
て
い
る
。
一
方
、
門
人
は
ⓐ
の
説
明
を
門

人
自
身
の
ⓒ
の
「
現
場
」
で
受
け
と
め
つ
つ
ⓐ
の
「
説
明
」
に
つ
い
て
疑
問
を
感
得
し
、
回
答
を
ⓐ
の
解
釋
と
し
て
求
め
る
。
そ
の
こ
と

、
、
、
、
、
、
、
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が
ⓒ
か
ら
遊
離
す
る
よ
う
に
朱
熹
か
ら
は
見
え
、
門
人
の
そ
の
遊
離
を
衝
く
よ
う
な
回
答
を
朱
熹
は
し
て
い
た
。
ⓐ
ⓒ
の
連
續
に
切
れ
目

が
入
る
可
能
性
が
門
人
に
は
あ
る
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
ⓐ
の
「
説
明
」
に
お
い
て
實
踐
知
の
所
在
が
指
示
さ
れ
る
が
、
門
人
の
人
生
事

情
は
多
樣
で
あ
り
、
ⓒ
の
「
現
場
」
の
實
踐
が
ⓐ
の
「
説
明
」
枠
か
ら
は
み
出
る
問
題
を
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
も
あ
り
得
る
。

こ
の
場
合
も
ⓐ
ⓒ
の
連
續
に
切
れ
目
が
入
る
。
ⓒ
の
體
感
を
持
っ
て
ⓐ
を
作
成
す
る
朱
熹
に
は
、
自
身
の
ⓐ
ⓒ
の
連
續
に
切
れ
目
が
入
れ

ば
そ
れ
は
自
覺
で
き
る
。
ま
た
、
門
人
に
お
い
て
ⓐ
と
ⓒ
に
切
れ
目
が
起
き
て
い
る
場
合
も
朱
熹
に
は
み
え
る
は
ず
で
あ
る
。
朱
熹
の
生

前
は
質
疑
應
答
が
可
能
で
あ
り
、
門
人
か
ら
す
る
と
朱
熹
の
そ
の
回
答
が
ⓐ
に
對
す
る
回
答
か
、
ⓐ
と
ⓒ
の
分
裂
を
指
摘
す
る
回
答
か
は
、

よ
く
考
え
れ
ば
わ
か
る
條
件
の
中
に
あ
る
。
し
か
し
朱
熹
の
没
後
は
回
答
は
生
産
さ
れ
な
い
。
初
傳
門
人
は
過
去
の
回
答
を
持
っ
が
、
再

傳
以
降
は
、
ⓐ
と
ⓒ
に
切
れ
目
が
出
た
場
合
に
は
、
自
身
の
ⓒ
體
驗
・
經
驗
を
基
礎
に
し
て
ⓐ
の
「
説
明
」
を
解
釋
し
て
い
く
こ
と
に
な

、
、
、
、
、
、

る
。
ⓐ
ⓒ
の
連
續
が
朱
熹
の
も
の
か
ら
離
れ
て
い
く
可
能
性
が
さ
ら
に
あ
る
の
で
あ
る

。
（15）

四

『
傳
習
錄
』
の
言
葉
か
ら
省
み
る

明
代
前
期
に
朱
子
學
は
科
擧
文
化
シ
ス
テ
ム
の
下
、
四
書
注
釋
の
さ
ら
な
る
注
釋
シ
リ
ー
ズ
『
四
書
大
全
』『
五
經
大
全
』『
性
理
大
全

書
』
が
編
纂
さ
れ
て
官
學
化
し
、
そ
の
思
想
と
思
考
は
士
大
夫
界
に
普
及
す
る

。
そ
れ
と
と
も
に
し
ば
ら
く
す
る
と
、
諸
問
題
の
再
檢

（16）

討
の
動
き
も
多
々
な
さ
れ
は
じ
め
、
そ
の
延
長
で
王
守
仁
（
一
四
七
二
―
一
五
二
八
。
陽
明
）
の
い
わ
ゆ
る
陽
明
心
學
が
興
起
す
る
。
そ

の
講
學
の
樣
子
と
教
説
を
傳
え
る
べ
く
同
時
代
士
大
夫
界
に
向
け
て
出
版
さ
れ
た
『
傳
習
錄
』

に
お
い
て
、
王
守
仁
は
有
名
な
「
心
即

（17）
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理
」
の
語
を
表
出
す
る
。
こ
の
語
の
表
出
の
文
脈
と
含
意
を
檢
討
す
る
と
、
朱
子
學
の
四
書
注
釋
と
實
踐
知
と
の
關
係
、
す
な
わ
ち
前
節

の
ⓐ
と
ⓒ
と
の
關
係
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る
材
料
が
そ
こ
に
見
出
せ
る
。
本
節
で
は
こ
の
視
點
か
ら
「
心
即
理
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
み

て
い
き
た
い
。
な
お
本
稿
筆
者
は
、
研
究
的
に
は
王
學
の
專
家
で
は
な
い
。
以
下
の
記
述
も
、
王
學
に
關
す
る
研
究
の
先
端
問
題
で
は
な

く
、
朱
子
學
思
考
の
言
葉
づ
か
い
の
檢
討
と
い
う
限
定
さ
れ
た
範
圍
で
論
じ
、
資
料
も
、
王
學
が
み
る
明
代
の
朱
子
學
的
思
考
と
の
接
點

で
表
出
さ
れ
た
『
傳
習
錄
』
の
周
知
の
言
葉
で
あ
る
。
質
問
者
の
「
朱
子
學
」
的
思
考
を
前
提
と
す
る
王
守
仁
の
言
葉
の
働
か
せ
方
、
文

脈
意
圖
に
注
意
し
た
い
。

【『
傳
習
錄
』「
格
物
」
解
釋
に
お
け
る
「
物
」
と
「
意
」】

「
心
即
理
」
表
出
の
文
脈
を
理
解
す
る
の
に
必
要
な
前
提
と
し
て
、『
大
學
』

八
條
目
の
、
特
に
「
格
物
」
か
ら
「
修
身
」
ま
で
の
項
目
に
對
す
る
王
學
の
捉
え
方
を
ま
ず
み
て
お
き
た
い
。

王
學
の
八
條
目
、
特
に
「
格
物
」
～
「
修
身
」
の
捉
え
方
を
考
え
る
上
で
、
批
判
の
對
象
と
な
る
朱
子
學
「
格
物
」
説
を
簡
略
に
振
り

返
る
。
ま
ず
そ
こ
で
の
「
物
」
は
、
人
と
の
關
わ
り
と
無
關
係
の
單
な
る
外
在
物
で
は
な
い
。
人
の
關
わ
り
の
對
象
、
あ
る
い
は
關
係
を

持
ち
つ
つ
の
關
わ
り
そ
の
も
の
＝
事
柄
、
コ
ト
、
行
爲
と
朱
熹
は
み
る
。
そ
の
關
わ
り
に
は
關
わ
り
の
あ
り
方
が
あ
る
と
さ
れ
、
こ
の
關

わ
り
の
對
象
＝
モ
ノ
に
は
「
物
の
理
」、
關
わ
り
の
道
理
、
ど
う
な
す
べ
き
か
が
あ
る
。「
格
物
」
と
は
、
そ
の
モ
ノ
・
コ
ト
に
即
し
て
そ

の
コ
ト
の
道
理
を
「
窮
め
る
」、
す
な
わ
ち
「
物
」
の
理
に
「
至
る
・
行
き
着
く
・
つ
か
む
」
こ
と
と
朱
熹
は
解
讀
す
る
。
加
え
て
そ
の

と
き
、
關
わ
る
心
の
側
で
は
元
々
具
そ
な
わ
る
わ
か
る
力
に
よ
り
、
わ
か
る
世
界
が
深
化
し
、
つ
い
に
は
世
界
構
成
の
し
く
み
の
核
心
が

つ
か
ま
れ
る
に
至
る
（
＝
「
致
知
」
知
を
き
わ
め
る
。
以
上
、『
大
學
章
句
』
格
物
補
傳
、
及
び
『
大
學
或
問
』
當
該
箇
所
）。
八
條
目
の

本
文
は
、
以
上
の
「
格
物
・
致
知
」
で
何
を
な
す
べ
き
か
を
つ
か
む
こ
と
を
ま
ず
語
り
、
次
い
で
、「
誠
意
・
正
心
」
の
心
の
制
御
を
語

る
と
み
る
（
『
大
學
章
句
』
）。
そ
の
説
明
に
お
い
て
朱
熹
は
、
一
に
は
、
こ
の
八
條
目
解
釋
の
八
項
目
を
段
階
テ
ー
マ
別
的
な
も
の
と
捉
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え
、
ま
た
一
に
は
、「
格
物
」
論
に
お
い
て
「
物
」
の
語
が
鍵
と
な
る
こ
と
か
ら
、「
物
」（
の
「
理
」
）
を
概
念
的
對
象
的
に
主
體
の
「
外
」

に
想
定
す
る
か
の
よ
う
な
解
説
を
施
す
。
し
か
し
、
主
體
と
課
題
對
象
（
物
・
コ
ト
）
の
あ
い
だ
に
切
れ
目
を
入
れ
る
そ
う
し
た
言
い
方

が
、
王
守
仁
に
は
「
生
の
現
場
」
に
存
す
る
人
の
現
姿
か
ら
遊
離
し
た
も
の
に
み
え
た
。
八
條
目
を
異
な
る
發
想
か
ら
語
る
そ
の
言
葉
を

み
て
み
よ
う
。

ま
ず
心
の
働
き
と
「
物
」
と
の
關
係
を
か
な
り
説
明
的
に
語
る
王
守
仁
の
談
話
で
あ
る
。
引
用
は
現
代
日
本
語
翻
譯
文
で
示
す
。「［

］」

は
市
來
コ
メ
ン
ト
。

（
前
略
）（
徐
）
愛
が
言
う
、「
（
前
略
）

愛

は
昨
晩
、「
格
物
」
の
「
物
」
と
い
う
語
は
、
つ
ま
り
は
「
事
」
と
い
う
語
だ
と
考
え

わ
た
し

ブ
ツ

ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
心
の
問
題
か
ら
言
う
の
で
す
ね
。」

先
生
が
言
わ
れ
た
。「
そ
う
だ
。
身
を
主
宰
す
る
の
が
心
で
あ
り
、
心
が
發
動
し
た
も
の
が
意
で
あ
り
、
意
の
本
體
が
知
で
あ
り
、

意
が
措
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
（
「
所
在
」
）
が
物
な
の
だ
［
「
身･

心･

意･

知･

物
」
は
八
條
目
「
格
物
か
ら
修
身
」
各
項
の
動
詞
の
對

こ
と

象
］
。
た
と
え
ば
意
が
親
に
事
え
る
と
こ
ろ
に
あ
れ
ば
、
と
り
も
な
お
さ
ず
親
に
事
え
る
そ
の
こ
と
が
一
つ
の
物
で
あ
り
、
意
が
君

こ
と

に
事
え
る
と
こ
ろ
に
あ
れ
ば
、
君
に
事
え
る
そ
の
こ
と
が
一
つ
の
物
で
あ
り
、
意
が
民
を

仁

み
物
［
外
國
人
や
動
植
物
］
を
愛
す

こ
と

い
つ
く
し

も
の

る
と
こ
ろ
に
あ
れ
ば
、
民
を
仁
み
物
を
愛
す
る
そ
の
こ
と
が
一
つ
の
物
で
あ
り
、
意
が
視
る
聽
く
言
う
振
る
舞
う
と
こ
ろ
に
あ
れ
ば
、

こ
と

そ
の
視
聽
言
動
が
一
つ
の
物
で
あ
る
。
だ
か
ら
わ
た
し
は
「
心
外
の
理
は
な
く
、
心
外
の
物
は
な
い
」
と
言
う
の
だ
。『
中
庸
』
に

こ
と

こ
と

「
誠
な
ら
ざ
れ
ば
物
無
し
」
と
言
う
。
『
大
學
』
の
「
明
德
を
明
ら
か
に
す
」
る
實
踐
は
、
ま
さ
に
「
意
を
誠
に
す
」
る
こ
と
で
あ

り
、「
意
を
誠
に
す
」
る
實
踐
は
、［
「
意
」
は
「
物
」
と
セ
ッ
ト
な
の
で
］
ま
さ
に
「
物
を
格
す
」
こ
と
な
の
だ
。」

こ
と

こ
と

た
だ

（
上
卷
第
六
條
。
部
分
）
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「
物
」
は
、〈
事
物
・
事
柄
〉
を
意
味
す
る
。
そ
こ
に
朱
子
學
説
と
の
大
き
な
違
い
は
な
い
。
た
だ
し
こ
こ
で
は
「
意
」
と
の
關
わ
り

ブ
ツ

が
語
ら
れ
、「
コ
ト
」
に
さ
ら
に
傾
く
。
外
在
的
に
捉
え
ら
れ
る
「
モ
ノ
」
は
一
般
的
に
は
「
外
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、「
コ
ト
」
と

す
る
と
「
外
」（
關
わ
り
の
對
象
）
に
も
「
内
」（
關
わ
る
主
體
）
に
も
つ
な
が
り
及
ぶ
。「
意
」
の
志
向
對
象
が
「
物
」
で
あ
る
。「
意
」

ブ
ツ

が
志
向
す
れ
ば
「
關
わ
り
（「
物
」）」
が
必
然
的
に
生
起
し
、
生
起
し
た
「
關
わ
り
」
か
ら
み
れ
ば
、
關
わ
り
が
興
起
し
て
い
る
そ
の
「
場
」、

こ
と

す
な
わ
ち
「
生
の
現
場
」
は
、「
意
」
と
「
物
」
を
反
省
的
に
分
別
し
た
「
内
／
外
」
意
識
に
先
行
す
る
。「
内
／
外
」
は
「
場
」
か
ら
す

れ
ば
二
次
的
に
想
定
さ
れ
た
項
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
後
次
的
に
分
別
化
さ
れ
た
「
内
外
」
意
識
以
前
に
、「
意
」
と
「
物
」
と
の
こ
う

し
た
「
關
わ
り
」
と
し
て
「
心
」
は
「
生
の
現
場
」
に
お
い
て
働
い
て
い
る
。｢

心
外
の
理
無
く
、
心
外
の
物
無
し｣

と
の
句
も
、
句
に
は

「
外
」
と
い
う
語
を
含
み
つ
つ
「
無
い
」
の
語
に
よ
り
こ
の
「
外
」
の
逆
を
言
う
よ
う
に
み
え
る
ゆ
え
に
「
内
」
を
強
調
す
る
か
の
よ
う

な
言
葉
な
が
ら
、
働
く
そ
の
「
心
」
か
ら
み
る
と
、「
内
」
を
た
だ
ち
に
強
調
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

「
外
」
で
あ
る
か
の
「
物
」
は
現
場
で
働
く
心
か
ら
す
る
と
「
外
」
で
は
な
く
「
身･

心･

意･

知
」
と
一
つ
の
こ
と
だ
と
、
さ
ら
に
解

ブ
ツ

説
的
に
説
明
す
る
問
答
も
あ
る
。
全
體
は
右
の
引
用
と
同
旨
な
の
で
原
文
だ
け
を
示
す
。

（
前
略
）（
陳
）
九
川
疑
曰
、「
物
在
外
、
如
何
與
身･
心･

意･

知
是
一
件
。」

先
生
曰
、「
耳･

目･

口･

鼻･

四
肢
、
身
也
。
非
心
安
能
視
聽
言
動
。
心
欲
視
聽
言
動
、
無
耳･

目･

口･

鼻･

四
肢
、
亦
不
能
。
故
無
心

則
無
身
、
無
身
則
無
心
。
但
指
其
充
塞
處
言
之
、
謂
之
身
。
指
其
主
宰
處
言
之
、
謂
之
心
。
指
心
之
發
動
處
、
謂
之
意
。
指
意
之
靈

明
處
、
謂
之
知
。
指
意
之
渉
着
處
、、
謂
之
物
。
只
是
一
件
。
意
未
有
懸
空
的
［
關
わ
り
を
持
た
な
い
抽
象
的
な
も
の
］、
必
着
事
物
。

故
欲
誠
意
、
則
隨
意
所
在
某
事
而
格
之
。
去
其
人
欲
而
歸
於
天
理
、
則
良
知
之
在
此
事
者
、
無
蔽
而

得
致
矣
。
此
便
是
誠
意
的
功

夫
。」
九
川
乃
釋
然
破
數
年
之
疑
。

（
下
卷
第
一
條
。
部
分
）
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朱
子
學
八
條
目
の
段
階
的
捉
え
方
と
は
異
な
り
、
八
條
目
の
「
身･

心･

意･

知･

物
」
は
「
一
つ
の
こ
と
」
で
あ
り
、
段
階
的
先
後
的
に

は
わ
け
ら
れ
ず
、
同
じ
こ
こ
ろ
の
働
き
の
多
樣
な
側
面
と
み
る
。「
内
／
外
」
の
語
を
あ
え
て
用
い
て
言
え
ば
、「
意
」
に
お
い
て
「
物
」

こ
と

と
い
う
關
わ
り
の
「
場
」
が
「
内
外
」
意
識
に
先
行
し
て
存
立
し
、
「
内
外
」
の
固
定
的
區
分
け
意
識
は
そ
こ
に
お
い
て
立
ち
現
れ
て
い

な
い
。
王
に
と
っ
て
こ
の
よ
う
に
言
え
る
の
は
、
八
條
目
を
個
別
に
概
念
的
・
解
説
的
に
扱
う
の
で
は
な
く
、「
内
外
」
意
識
以
前
に
「
關

わ
り
」
の
「
場
」
が
「
生
の
現
場
」
に
存
し
て
い
る
體
感
に
定
位
す
る
か
ら
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
體
感
を
八
條
目
の
「
身･

心･

意･

知･

物
」
に
適
用
す
る
と
、
こ
の
五
者
は
「
一
つ
」
の
心
、
事
柄
の
多
樣
な
諸
相
と
み
え
、
そ
こ
か
ら
八
條
目
に
沿
っ
て
各
語
の
位
置
を
表
出

す
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
特
に
「
意
」
と
「
物
」
の
關
係
に
お
い
て
内
外
は
固
定
的
に
は
わ
け
ら
れ
ず
、
わ
け
る
以
前
に
「
意
」
と
「
物
」

の
關
係
が
存
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

以
上
か
ら
は
、
王
學
に
贊
同
し
て
門
人
に
な
っ
た
質
問
者
が
な
お
引
き
ず
る
朱
子
學
的
思
考
に
對
し
、「
心
の
内
外
」
と
い
う
問
題
を

と
っ
て
王
學
が
立
ち
現
れ
て
い
る
の
が
み
て
と
れ
る
。
王
は
「
意
」
と
「
物
」
と
の
關
係
に
現
出
す
る
、
内
外
意
識
以
前
の
「
關
わ
り
」

に
定
位
し
、
そ
こ
か
ら
質
問
者
の
質
問
が
「
内
外
」
を
固
着
化
し
て
い
る
と
い
う
思
考
の
前
提
枠
を
衝
く
の
で
あ
る
。

【
「
心
即
理
」
の
表
出
】

朱
子
學
批
判
の
初
期
の
語
と
し
て
有
名
な
「
心
即
理
」
は
、
内
外
の
區
分
思
考
と
そ
の
意
識
以
前
に
實
踐

上
の
心
の
働
き
が
存
立
す
る
と
い
う
以
上
の
事
態
を
、
實
は
別
の
言
葉
で
言
う
も
の
で
あ
る
。
次
は
、『
傳
習
錄
』
で
「
心
即
理
」
の
語

が
語
ら
れ
る
最
も
有
名
な
場
面
で
あ
る
。
引
用
は
原
文
に
と
ど
め
、
文
脈
を
確
認
す
る
た
め
に
Ａ
～
Ｆ
の
記
號
を
假
に
振
り
、
コ
メ
ン
ト

す
る
。

Ａ

（
徐
）
愛
問
、「
至
善
只
求
諸
心
、
恐
於
天
下
事
理
、
有
不
能
盡
。」

Ｂ

先
生
曰
、「
心
即
理
也
。
天
下
又
有
心
外
之
事
、
心
外
之
理
乎
。」
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Ｃ

愛
曰
、「
如
事
父
之
孝
、
事
君
之
忠
、
交
友
之
信
、
治
民
之
仁
、
其
間
有
許
多
理
在
。
恐
亦
不
可
不
察
。」

Ｄ

先
生
嘆
曰
、「
此
說
之
蔽
久
矣
。
豈
一
語
所
能
悟
。
今
姑
就
所
問
者
言
之
。

Ｅ

且
如
事
父
、
不
成
［
ま
さ
か
…
で
は
あ
る
ま
い
―
市
來
］
去
父
上
求
箇
孝
的
理
。
事
君
不
成
去
君
上
求
箇
忠
的
理
。
交
友
治
民
不
成

去
友
上
民
上
求
箇
信
與
仁
的
理
。
都
只
在
此
心
、
心
即
理
也
。

Ｆ

此
心
無
私
欲
之
蔽
、
即
是
天
理
。
不
須
外
面
添
一
分
。
以
此
純
乎
天
理
之
心
、
發
之
事
父
、
便
是
孝
。
發
之
事
君
、
便
是
忠
。
發
之

交
友
治
民
、
便
是
信
與
仁
。
只
在
此
心
去
人
欲
存
天
理
上
用
功
便
是
。（
以
下
略
）

（
上
卷
第
三
條
、
部
分
）

Ａ
で
質
問
者
徐
愛
は
、
朱
子
學
思
考
的
な
「
格
物
」
論
に
據
り
つ
つ
、（
「
内
外
」
の
區
分
け
を
し
た
上
で
）
王
學
の
説
を
「
内
」
の
重

視
（
「
至
善
只
求
諸
心
」）
と
み
て
、「
外
」
の
理
（
「
天
下
事
理
」）
の
究
明
を
求
め
る
。
こ
れ
に
對
し
て
Ｂ
で
王
は
「
心
即
理
」「
心
外
の

事
・
理
は
な
い
」
の
語
を
表
出
す
る
。
こ
の
語
は
、
「
王
學
は
「
内
」
の
重
視
」
と
い
う
Ａ
の
王
學
像
に
對
し
對
抗
的
に
唱
え
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
一
見
「
内
」
の
強
調
と
も
み
え
る
が
、
文
脈
か
ら
す
る
と
そ
う
單
純
な
こ
と
で
は
な
い
こ
と
に

注
意
を
喚
起
し
た
い
。
し
か
し
「
心
外
の
事
・
理
は
な
い
」
と
言
う
の
で
、
こ
の
語
が
徐
愛
に
は
「
心
外
は
な
い
＝
内
の
重
視
」
と
聞
こ

え
た
よ
う
で
、
Ｃ
で
、「
父
に
事
え
る
孝
」
な
ど
「
多
く
の
道
理
が
あ
る
」
と
、
朱
子
學
的
思
考
の
「
格
物
」
論
的
な
内
外
の
區
分
に
立

ち
、
Ａ
發
言
の
發
想
の
問
い
か
け
を
繰
り
返
す
。「
こ
の
説
が
長
く
蔽
っ
て
い
る
！
」
と
Ｄ
で
王
が
慨
嘆
す
る
の
は
、
徐
愛
が
Ｂ
の
言
葉

の
意
圖
を
理
解
せ
ず
に
同
じ
立
場
で
問
い
を
繰
り
返
し
た
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
い
で
Ｅ
で
王
は
事
例
を
あ
げ
て
、「
心
即
理
」
の
語

で
言
い
た
か
っ
た
内
實
を
解
説
的
に
説
明
す
る
。
説
か
れ
た
事
例
で
言
え
ば
、
物
體
と
し
て
の
父
の
身
體
に
「
理
」
は
な
い

。
と
す
る

（18）

と
孝
の
「
理
」
は
「
心
」
に
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ
の
そ
の
「
心
」
は
、「
父
・
君
」
な
ど
と
の
具
體
的
「
關
わ
り
」
に
あ
る
、
働

い
て
い
る
「
心
」
で
あ
る
。
そ
の
「
關
わ
り
」
と
は
、
先
に
み
た
「
格
物
」
解
釋
發
言
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、「
内
外
」
の
區
分
に
先
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行
す
る
、「
物
」
と
い
う
「
場
」
を
起
こ
す
「
意
」
と
し
て
働
く
、「
身･

心･

意･

知･

物
」
が
「
一
件
」
と
し
て
働
い
て
い
る
「
心
」
で
あ

こ
と

り
、
そ
れ
は
區
分
意
識
に
閉
じ
た
「
内
」
な
る
心
で
は
な
い
。
説
明
的
な
言
葉
で
し
い
て
言
え
ば
、
關
わ
り
の
中
で
「
内
外
な
し
」

の
（19）

樣
態
で
働
い
て
い
る
「
心
（
八
條
目
の
語
と
區
別
す
る
と
す
れ
ば
「
實
踐
の
主
體
」
と
い
っ
た
ほ
ど
の
意
）」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ

の
Ｅ
の
末
尾
で
、「
都
只
在
此
心
、
心
即
理
也
。」
と
い
う
語
が
表
出
さ
れ
る
。
こ
こ
も
一
見
、「
内
」
を
強
調
す
る
か
の
よ
う
で
は
あ
る
。

し
か
し
以
上
の
Ａ
～
Ｅ
の
文
脈
の
上
で
み
る
と
、
こ
の
句
は
Ｂ
と
同
じ
く
、
や
は
り
「
内
外
」
の
固
定
的
區
分
け
の
克
服
を
含
意
し
た
言

葉
で
あ
り
、「
此
の
心
」
と
は
、
關
わ
り
の
中
で
働
い
て
い
る
右
の
「
心
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。〈
こ
と
〉
と
い
う
場
に
主
體
が
存
す
る

こ
と
の
以
上
の
確
認
の
上
で
、
王
は
以
下
、
Ｆ
で
、「
物
を
格
す
」
と
い
う
自
己
向
上
の
實
踐
の
問
題
を
提
起
し
て
い
く
。
王
側
か
ら
す

こ
と

れ
ば
こ
こ
か
ら
が
本
題
な
の
だ
が
、「
内
外
」
は
「
わ
け
ら
れ
な
い
・
わ
か
れ
な
い
」
と
い
う
の
は
、
そ
う
し
た
向
上
の
實
踐
の
前
提
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。

繰
り
返
す
が
、
以
上
の
論
述
で
内
外
を
わ
け
て
固
定
視
し
、
王
學
の
説
を
「
内
」
の
重
視
だ
と
み
て
い
る
の
は
、
質
問
者
の
徐
愛
（
ま

た
陳
九
川
）
側
で
あ
る
。「
心
即
理
」
は
こ
れ
に
對
す
る
、
わ
が
説
は
「
内
の
重
視
」
で
は
な
い
と
す
る
言
葉
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
で
は

「
外
」
か
と
言
う
と
な
お
さ
ら
そ
う
で
は
な
い
。「
内
外
」
を
固
定
的
に
區
分
け
す
る
こ
と
が
、
心
が
働
い
て
い
る
「
生
の
現
場
」
に
お

い
て
は
そ
も
そ
も
あ
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
提
起
す
る
文
脈
に
お
い
て
、
そ
の
語
は
表
出
さ
れ
て
い
る
。「
内
」
の
重
視
で
も
「
外
」

に
求
め
る
の
で
も
な
く
、
言
う
と
す
れ
ば
「
内
外
な
し
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
心
即
理
」
は
、
先
述
の
王
學
側
の
「
格
物
」
論
で
言

う
、「
意
」
が
働
き
措
か
れ
た
「
物
＝
コ
ト
」
と
い
う
「
場
」
が
「
生
の
現
場
」
に
現
出
し
て
い
る
そ
の
事
態
を
指
す
も
の
と
言
う
こ
と

が
で
き
る

。
（20）

以
上
を
踏
ま
え
、
前
節
に
説
い
た
朱
子
學
の
「
説
明
」
の
位
置
を
振
り
返
ろ
う
。
王
學
の
「
心
即
理
」
の
提
起
は
、「
王
學
は
「
内
」
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の
重
視
」
と
み
る
質
問
者
の
見
方
に
觸
發
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
見
方
は
、
二
人
の
質
問
者
に
た
ま
た
ま
特
有
だ
っ
た
の

で
は
な
く
、
そ
う
見
る
よ
う
に
な
る
し
く
み
が
朱
子
學
の
構
成
に
そ
も
そ
も
存
す
る
た
め
と
本
稿
筆
者
は
み
る
。
す
な
わ
ち
、
前
節
末
尾

で
述
べ
た
よ
う
に
、
朱
子
學
は
、「
形
而
上
」
の
問
題
と
實
踐
知
の
問
題
の
所
在
を
指
示
す
る
「
説
明
」
を
含
む
ⓐ
注
釋
解
説
の
理
解
と
、

ⓒ
わ
が
身
に
お
け
る
そ
の
「
實
踐
」
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
そ
の
「
學
び
」
は
、「
説
明
」
は
説
明
で
完
結
せ
ず
、
實
踐
の
場
と
し

て
の
「
生
の
現
場
」
に
向
か
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
「
説
明
」
の
中
に
、
説
明
の
裝
置
と
し
て
「
形
而
上
」
の
問

題
を
語
る
部
分
が
あ
る
。
そ
の
内
容
と
し
て
、「
現
象
世
界
で
あ
る
「
形
而
下
」
に
「
形
而
上
」
の
理
が
「
内
」
在
す
る
」
と
い
う
考
え

（
原
語
で
は
「
不
即
不
離
」）
が
最
重
要
の
論
と
し
て
あ
る
。
こ
の
内
容
に
、「
内
外
」
を
區
分
け
す
る
第
一
の
段
階
が
存
す
る
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
内
容
を
捉
え
他
者
に
傳
え
る
の
は
「
説
明
」
に
よ
る
言
葉
に
よ
っ
て
し
か
で
き
な
い
。
受
け
取
る
側
は
、
こ
う
し
た
こ
と
を
語

る
テ
キ
ス
ト
（
出
發
點
と
し
て
は
「
外
」
に
あ
る
）
を
「
讀
む
」、
知
的
に
「
理
解
す
る
」
と
い
う
行
爲
が
必
要
と
な
る
。
こ
こ
に
、「
内

外
」
を
區
分
け
す
る
第
二
の
段
階
が
存
す
る
。
こ
う
し
た
ⓐ
「
説
明
」
部
分
の
理
解
は
、
本
來
は
ⓒ
わ
が
身
に
照
ら
し
て
「
生
の
現
場
」

の
實
踐
に
向
か
う
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
こ
に
向
か
う
前
提
の
と
こ
ろ
に
、「
説
明
」
を
知
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
位
置
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
説
明
の
中
に
「
内
外
」
の
區
分
け
を
前
提
と
す
る
思
索
が
存
す
る
。「
學
」
の
全
體
構
成
に
お
い
て
「
内

外
」
の
區
分
け
が
前
提
と
な
る
こ
と
が
、
し
く
み
と
し
て
二
重
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
「
學
び
」
に
入
る
場
合
、
當
然
、
そ
の
學

説
を
「
正
し
い
」
と
す
る
立
場
に
立
つ
が
、
そ
う
し
た
立
場
に
立
つ
以
前
に
、「
學
」
の
構
成
そ
の
も
の
の
う
ち
に
「
内
外
」
を
區
分
け

す
る
し
く
み
が
あ
り
、
意
識
し
て
こ
の
前
提
か
ら
離
れ
た
り
前
提
を
相
對
化
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
王
學
の
志
向
に
贊
同
し

つ
つ
朱
子
學
思
考
を
引
き
ず
る
徐
愛
ら
が
、
自
明
の
前
提
的
に
「
内
外
」
の
區
分
け
意
識
を
持
つ
の
も
無
理
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
王
學

の
言
葉
は
、
そ
の
自
明
性
を
「
生
の
現
場
」
の
「
心
」
か
ら
衝
く
べ
く
發
出
さ
れ
、
朱
子
學
思
考
の
質
問
者
は
「
内
外
」
の
區
分
け
を
自
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明
と
す
る
意
識
を
搖
さ
ぶ
ら
れ
て
い
た
。
朱
子
學
的
思
考
を
持
つ
者
に
と
っ
て
王
學
は
、
心
の
「
内
外
」
の
問
題
、
ま
た
、
『
大
學
』
八

條
目
解
釋
の
問
題
と
し
て
立
ち
現
れ
る
。
質
問
者
の
思
考
は
、
朱
子
學
の
「
説
明
」
を
眞
摯
に
學
ん
だ
結
果
の
も
の
で
あ
る
。「
心
即
理
」

を
言
っ
た
王
守
仁
の
表
出
の
文
脈
を
檢
討
す
る
と
、
朱
子
學
の
「
學
」
と
し
て
の
構
成
と
、
そ
こ
で
の
「
説
明
」
が
「
内
外
」
を
つ
く
り

固
着
化
さ
せ
て
い
く
と
い
う
そ
の
言
葉
の
特
質
が
う
か
び
あ
が
る
の
で
あ
る
。

こ
の
特
質
は
、
朱
子
學
と
王
學
を
そ
の
主
觀
に
入
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
み
て
の
良
し
惡
し
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
ま
た
、
『
傳
習
錄
』

の
問
答
に
お
い
て
初
め
て
明
ら
か
に
な
る
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
。
振
り
返
れ
ば
、
こ
れ
は
ⓐ
「
實
踐
知
の
所
在
」
の
「
説
明
」
と
ⓒ
「
生

の
現
場
」
に
お
け
る
そ
の
實
踐
と
の
關
係
の
問
題
と
し
て
、
朱
子
學
の
定
立
に
お
い
て
萌
芽
し
て
い
る
問
題
で
あ
り
、
本
稿
の
視
點
で
言

え
ば
、
王
學
は
そ
れ
を
露
わ
に
す
る
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る

。
（21）

五

近
代
學
知
の
「
説
明
」

以
上
、
朱
子
學
の
い
わ
ば
開
祖
の
朱
熹
は
「
生
の
現
場
」
に
向
か
う
「
實
踐
」
を
志
向
し
な
が
ら
も
、
そ
の
學
の
全
體
構
成
が
持
つ
し

く
み
と
し
て
、
「
實
踐
」
の
場
に
お
い
て
も
「
説
明
」
か
ら
離
れ
に
く
い
面
が
あ
る
と
い
う
そ
の
學
の
特
質
を
う
か
が
っ
た
。
か
と
い
っ

て
そ
の
「
學
」
や
注
釋
の
言
葉
は
、
純
理
論
的
な
「
説
明
」
な
の
で
は
な
い
。
以
下
、
資
料
を
踏
ま
え
た
實
證
的
な
論
述
で
な
く
て
恐
縮

だ
が
、
最
後
に
こ
の
こ
と
を
考
え
た
い
。
そ
の
檢
討
の
手
が
か
り
と
し
て
、
近
代
學
知
の
「
説
明
」
と
「
資
料
」
世
界
と
の
關
係
を
構
圖

化
す
る
圖
を
、
次
頁
に
用
意
し
た
。
こ
の
圖
の
説
明
に
よ
り
、
右
の
考
察
に
替
え
た
い
。
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圖
の
梗
概
を
ま
ず
述
べ
る
。
細
い
實
線
で
圍
ま
れ
た
一
番
外
側

の
四
角
の
領
域
が
、
い
ま
本
稿
が
考
察
し
つ
つ
あ
る
本
稿
の
現
場

で
あ
る
。
そ
の
中
の
細
い
點
線
と
實
線
と
に
圍
ま
れ
た
四
角
の
領

域
を
、
た
と
え
ば
朱
熹
ら
が
思
索
し
活
動
す
る
宋
代
、
あ
る
い
は

明
代
の
現
場
で
あ
る
と
す
る
。
宋
代
で
言
う
と
、
そ
の
朱
熹
ら
が

四
書
の
テ
キ
ス
ト
を
讀
み
注
釋
解
説
を
す
る
。
假
に
論
語
を
そ
の

テ
キ
ス
ト
の
例
と
す
る
。
そ
の
論
語
の
世
界
が
一
番
内
側
左
の
太

い
實
線
で
圍
ま
れ
た
小
さ
い
四
角
の
領
域
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の

内
側
か
ら
外
へ
向
け
て
以
上
の
各
領
域
を
［
Ａ
］
［
Ｂ
］［
Ｃ
］
と

し
、［
Ａ
］
か
ら
説
明
し
て
い
く
。

［
Ａ
］
は
、
四
書
中
の
論
語
の
世
界
で
あ
る
。
孔
子
と
そ
の
對

話
者
た
ち
の
經
驗
・
體
驗
が
生
起
し
て
い
る
、
彼
ら
の
「
生
の
現

場
」
が
そ
こ
に
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
を
「
經
驗
・
體
驗
の
場
ａ
」

と
す
る
。

［
Ｂ
］
は
、
宋
代
に
生
き
る
朱
熹
た
ち
の
資
料
の
中
の
世
界
で

あ
る
。
彼
ら
は
論
語
を
資
料
と
し
て
受
け
と
め
る
。
太
い
實
線
枠

［
Ａ
］
の
外
の
細
い
點
線
枠
で
あ
る
（
左
半
周
は
略
）。
そ
し
て
朱

圖
１

近
代
學
知
の
「
説
明
」
と
「
資
料
」
世
界
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熹
が
そ
れ
に
注
釋
「
説
明
」
を
施
す
。
そ
の
目
的
は
、
朱
熹
た
ち
自
身
に
生
起
し
て
い
る
「
生
の
現
場
」
を
よ
り
よ
く
動
く
、
生
き
る
た

、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

め
で
あ
る
。
こ
の
現
場
を
「
經
驗
・
體
驗
の
場
ｂ
」
と
す
る
。
注
釋
で
孔
子
ら
の
言
行
を
解
説
し
て
い
く
際
、
朱
熹
は
、
獨
特
の
「
説
明
」

、の
裝
置
を
用
い
た
。
圖
の
「
朱
熹
」
の
頭
部
よ
り
起
こ
し
た
細
い
實
線
と
矢
印
の
先
で
あ
る
。
そ
の
裝
置
に
お
い
て
、
自
身
が
考
え
る
と

こ
ろ
の
普
遍
的
な
人
間
觀
と
人
々
が
生
き
る
世
界
の
し
く
み
を
朱
熹
は
想
定
す
る
。
細
い
實
線
で
圍
ん
だ
上
部
の
小
さ
い
四
角
の
領
域
で

あ
る
（
本
稿
第
二
節
）。
そ
の
人
間
觀
か
ら
、
太
い
實
線
お
よ
び
矢
印
の
よ
う
に
『
論
語
』
書
の
出
來
事
を
解
説
す
る
。
そ
の
結
果
と
し

て
四
書
注
釋
が
テ
キ
ス
ト
と
し
て
立
ち
現
れ
る
。
太
い
點
線
枠
の
領
域
で
あ
る
。
讀
者
は
こ
れ
を
讀
む
。
讀
む
の
は
、
そ
の
讀
者
が
自
身

の
「
經
驗
・
體
驗
の
場
ｂ
」
を
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
で
あ
る
。
自
身
の
「
場
ｂ
」
の
自
身
の
經
驗
・
體
驗
に
照
ら
し
て
、
孔
子
た
ち
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、

「
經
驗
・
體
驗
の
場
ａ
」
に
共
振
し
（
共
振
①
）、
實
踐
知
の
確
立
、
向
上
を
課
題
と
す
る
（
本
稿
第
三
節
）。
た
だ
し
、
普
遍
的
な
人
間

觀
の
「
普
遍
」
性
、
人
間
と
し
て
の
根
據
を
踏
ま
え
る
、
上
部
の
小
さ
い
四
角
部
分
に
、
思
弁
的
、
理
知
的
に
考
え
る
「
形
而
上
・
下
」

の
問
題
を
朱
熹
が
組
み
込
み
、
そ
こ
か
ら
四
書
の
内
容
が
解
説
さ
れ
る
た
め
、
讀
む
者
に
と
っ
て
は
そ
の
内
容
の
理
解
要
請
が
先
行
す
る

と
、「
經
驗
・
體
驗
の
場
ａ
」
と
の
共
振
（
の
想
像
）
が
自
身
の
「
場
ｂ
」
に
お
い
て
時
に
起
こ
り
に
く
く
な
る
。
こ
の
點
を
衝
く
王
守

仁
の
言
葉
に
ふ
れ
た
王
學
の
質
問
者
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
が
立
ち
現
れ
て
い
た
。
説
明
の
裝
置
が
「
説
明
」
を
通
し
て
捕
捉
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
ゆ
え
に
、「
經
驗
・
體
驗
の
場
ａ
・
ｂ
」
か
ら
離
れ
や
す
い
と
い
う
、
朱
子
學
の
全
體
構
成
に
孕
ま
れ
る
問
題
と
み
ら
れ
る
（
本

稿
第
四
節
）。

［
Ｃ
］
は
、
近
代
日
本
の
學
知
の
場
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
以
上
の
事
態
を
、
對
象
「
資
料
」
の
世
界
の
こ
と
と
ま
ず
み
な
す
（
［
Ｂ
］

の
細
い
實
線
枠
の
外
の
細
い
點
線
枠
）。
そ
し
て
そ
の
世
界
の
内
容
を
「
説
明
」
と
し
て
語
り
、
理
解
す
る
。
特
に
こ
こ
で
注
意
し
た
い

の
は
、
宋
代
の
現
場
［
Ｂ
］
を
こ
の
よ
う
に
「
資
料
」
と
し
て
み
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
近
代
の
學
知
方
式
に
よ
る
理
解
の
規
制
を
受
け
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る
こ
と
で
あ
る
。［
Ｂ
］
の
説
明
で
述
べ
た
よ
う
に
、
宋
代
の
現
場
に
即
し
た
場
合
の
宋
代
人
の
「
説
明
」
の
目
的
は
、
場
を
動
く
、
生

、
、
、
、

、

き
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
對
し
、
近
代
の
學
知
は
、
記
述
者
が
自
身
の
「
經
驗
・
體
驗
の
場
ｃ
」
に
向
か
う
こ
と
を
抑
制
す
る
。
そ
の

、
、
、
、

「
説
明
」
の
目
的
は
、
資
料
の
中
の
世
界
を
精
確
に
記
述
す
る
こ
と
で
あ
る
。
資
料
の
解
讀
者
が
讀
解
と
調
査
で
得
た
研
究
上
の
新
知
見
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

情
報
を
そ
の
讀
者
に
使
用
し
て
も
ら
う
た
め
で
あ
る
。
そ
の
と
き
記
述
者
自
身
の
「
經
驗
・
體
驗
の
場
ｃ
」
は
後
景
化
す
る
。
も
と
よ
り

資
料
の
理
解
の
過
程
で
で
き
る
限
り
「
宋
代
の
現
場
」
に
入
ら
ね
ば
、
宋
代
人
の
言
い
分
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
手
が
か
り
は
、
圖
で
は

宋
代
人
の
「
經
驗
・
體
驗
の
場
ｂ
」
に
わ
れ
わ
れ
の
「
經
驗
・
體
驗
の
場
ｃ
」
を
共
振
、
同
調
さ
せ
る
こ
と
、
資
料
が
課
題
と
す
る
こ
と

を
わ
れ
わ
れ
の
わ
が
身
に
照
ら
し
共
感
的
に
受
け
と
め
る
こ
と
で
あ
る
（
共
振
②
）。
し
か
し
そ
こ
で
つ
か
ま
れ
た
こ
と
は
、
わ
が
身
の

「
經
驗
・
體
驗
の
場
ｃ
」
に
生
か
す
こ
と
を
目
的
と
は
せ
ず
、
讀
者
、
使
用
者
が
使
え
る
よ
う
に
、
資
料
が
語
る
こ
と
と
し
て
客
觀
化
し
、

精
確
な
記
述
に
持
ち
込
む
と
い
う
原
則
と
な
っ
て
い
る
。
記
述
の
こ
の
こ
と
の
自
覺
に
よ
っ
て
、
近
代
學
知
は
支
え
ら
れ
る
。
［
Ｂ
］
の

世
界
と
の
非
常
に
大
き
な
違
い
で
あ
る
。

本
稿
第
二
節
で
檢
討
し
た
朱
熹
に
お
け
る
「
説
明
」
の
裝
置
が
働
く
こ
と
に
よ
り
、
朱
子
學
の
「
學
び
」
が
同
時
代
に
向
け
て
「
説
明
」

さ
れ
る
。
そ
れ
を
、
た
と
え
ば
本
稿
の
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
は
近
代
學
知
の
「
説
明
」
と
し
て
説
明
し
理
解
す
る
。
し
か
し
對
象
の
中
國

思
想
世
界
が
そ
の
主
觀
と
し
て
は
「
實
踐
知
」
を
課
題
と
す
る
の
に
對
し
、
近
代
學
知
の
「
説
明
」
は
經
驗
・
體
驗
の
場
に
生
か
す
こ
と

か
ら
距
離
を
置
い
た
説
明
を
す
る
。
本
稿
の
「
説
明
」
の
言
葉
と
對
象
の
思
想
の
言
葉
と
は
、
こ
の
こ
と
に
お
い
て
性
質
と
目
的
を
異
に

す
る
。
こ
こ
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
朱
子
學
の
言
葉
と
近
代
學
知
の
そ
れ
と
の
相
違
、
及
び
前
節
で
出
て
き
た
朱
子
學
・
王
學
兩
學

の
言
葉
の
特
質
の
相
違
を
、
あ
ら
た
め
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
朱
子
學
も
王
學
も
、「
生
の
現
場
」
を
よ
り
よ
く
動
く
、
生
き
る
こ
と
を
直
接
の
課
題
と
す
る
。
こ
れ
に
對
し
、
近
代
學
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知
は
精
確
な
描
寫
を
す
る
こ
と
を
自
己
目
的
と
し
て
お
り
、
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
に
説
明
者
が
説
明
を
表
出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

そ
の
上
で
、
朱
子
學
と
王
學
と
の
關
係
を
み
る
と
、
朱
子
學
は
あ
く
ま
で
實
踐
を
課
題
と
す
る
が
、
そ
の
言
葉
は
、
い
わ
ば
實
踐
の
構
圖

を
指
示
す
る
理
知
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
對
し
王
學
は
、
朱
學
が
そ
の
「
説
明
」
の
理
解
を
必
要
と
す
る
た
め
に
實
踐
の
場
の
「
生

の
現
場
」
か
ら
乖
離
す
る
可
能
性
を
、
實
踐
の
場
の
「
生
の
現
場
」
の
體
感
を
引
く
言
葉
に
よ
っ
て
衝
く
。
こ
の
よ
う
な
關
係
に
あ
る
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
、
余
談
的
な
こ
と
に
な
る
。
近
代
學
知
は
、
記
述
者
の
經
驗
・
體
驗
の
場
を
後
景
化
し
、
記
述
者
の
個
別
性
、
身
體
性
を
學
知
の

外
に
置
き
、
「
普
遍
」
的
記
述
に
向
か
う
。
こ
れ
に
對
し
、
中
國
近
世
思
想
は
、
體
感
、
身
體
性
を
ひ
き
ず
る
實
踐
知
を
課
題
と
す
る
。

そ
の
言
葉
も
そ
こ
に
向
け
て
、
あ
る
い
は
そ
こ
か
ら
發
せ
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
言
葉
を
近
代
學
知
的
「
説
明
」
と
し
て
受
け
取
る
と
、
そ

の
「
實
踐
知
」
に
關
わ
る
側
面
の
要
素
を
切
り
落
と
し
た
か
た
ち
で
理
解
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
特
に
「
生
の
現
場
」
の
體
感
を

引
く
陽
明
心
學
の
言
葉
を
讀
む
と
き
に
、
術
語
を
近
代
學
知
的
「
概
念
」
と
し
て
捉
え
て
し
ま
い
が
ち
な
と
こ
ろ
に
、
こ
の
懸
念
は
顯
著

に
あ
ら
わ
れ
る
。
朱
子
學
の
術
語
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
本
來
は
實
踐
知
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
切
り
落
と
し
、
概
念
と
し
て
完

結
し
た
も
の
と
み
な
し
か
ね
な
い
。
朱
子
學
の
場
合
、
そ
れ
で
も
理
解
が
成
り
立
つ
よ
う
に
み
え
、
そ
の
こ
と
か
ら
朱
子
學
は
近
代
學
知

と
竝
行
的
な
「
説
明
」
の
學
と
ま
で
み
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
。
「
説
明
」
に
よ
る
傳
達
表
現
で
あ
る
注
釋
表
現
で
あ
る
こ
と
も
、
こ

の
こ
と
を
助
長
す
る
。
こ
う
み
て
し
ま
っ
た
場
合
、
そ
れ
が
「
實
踐
知
」
に
向
か
う
學
び
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
二
重
に
乖
離
し
て
し

ま
う
。
す
な
わ
ち
、
近
代
の
學
知
の
語
り
方
に
は
、
朱
子
學
に
つ
い
て
も
王
學
に
つ
い
て
も
、
資
料
の
世
界
と
の
接
點
の
と
こ
ろ
で
、
そ

の
内
容
を
誤
解
し
て
い
く
可
能
性
が
し
く
み
と
し
て
そ
も
そ
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
逆
に
、
誤
解
す
る
要
因
の
所
在

が
こ
の
よ
う
に
わ
か
れ
ば
、
そ
れ
を
踏
ま
え
る
こ
と
に
よ
り
資
料
の
内
實
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
。
近
代
の
（
學
知
的
）
説
明
の
言
葉
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の
姿
勢
と
資
料
内
の
言
葉
の
姿
勢
と
の
相
違
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
分
離
し
て
そ
の
相
違
を
意
識
す
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
思
想
の
核
心

の
言
葉
の
つ
か
み
に
、
近
代
の
側
か
ら
よ
り
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

注（
１
）
「
生
の
現
場
」
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
讀
者
が
本
稿
を
い
ま
讀
ま
れ
て
い
る
事
態
、
ま
た
日
常
の
行
住
坐
臥
す
べ
て
を
指
す
。

せ
い

し
か
し
「
論
文
」
の
記
述
は
記
述
の
内
部
で
完
結
す
る
の
が
望
ま
し
く
（
本
稿
第
五
節
後
述
）
、「
現
場
」
と
い
う
こ
と
も
、
論
文

著
者
の
體
感
で
は
な
く
、
資
料
の
讀
み
を
通
し
て
説
明
的
に
わ
か
る
こ
と
と
し
て
提
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
資
料
上

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
「
現
場
」
と
は
、
た
と
え
ば
唐
の
詩
人
、
王
維
の
有
名
な
「
鹿
柴
」
詩
の
「
空
山
不
見
人
／
但
聞
人
語
響
」
句
で
描
か
れ
る
光

景
内
容
と
（
そ
の
場
に
お
そ
ら
く
い
て
）
作
詩
す
る
詩
人
の
行
爲
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
以
前
に
別
稿
で
擧
げ
た
も
の
だ
が
、

恰
好
と
思
わ
れ
る
事
例
と
し
て
、
禪
錄
の
『
祖
堂
集
』
に
、
藥
山
惟
嚴
和
尚
と
韓
愈
門
人
の
李
翱
と
の
會
面
と
い
う
有
名
な
話
柄

が
あ
る
。
そ
の
資
料
原
文
は
、「
李
翱
相
公
來
見
和
尚
（
惟
嚴
）。
和
尚
看
經
次
、
殊
不
采
顧
。
相
公
不
肯
禮
拜
、
乃
發
輕
言
、『
見

面
不
如
千
里
聞
名
』。
師
召
相
公
、
相
公
應
喏
。
師
曰
、『
何
得
貴
耳
賤
目
』。
相
公
便
禮
拜
。
…
」（
卷
四
。
中
華
書
局
中
國
佛
教

典
籍
選
刊
、
二
〇
〇
七
年
に
よ
る
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
力
あ
る
禪
僧
で
あ
る
評
判
に
期
待
し
李
翱
は
來
山
す
る
が
、
藥
山
が

相
手
を
し
な
い
の
で
、
聞
い
て
い
た
評
判
の
方
が
ま
し
だ
と
す
ね
る
。
そ
の
瞬
間
、
藥
山
が
李
翱
を
呼
び
、
李
翱
が
返
事
す
る
と

い
う
場
面
で
あ
る
。
來
山
し
た
こ
と
に
お
い
て
二
人
は
現
に
向
き
合
っ
て
い
る
の
だ
が
、
す
ね
る
氣
持
に
よ
っ
て
會
面
と
い
う
現

場
に
い
る
こ
と
及
び
來
山
の
本
旨
が
李
翱
の
心
か
ら
見
失
わ
れ
て
い
る
。
藥
山
は
（
「
お
い
」
と
か
と
）
呼
び
か
け
て
、
兩
人
が
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感
官
を
働
か
せ
現
に
向
き
合
っ
て
共
有
し
て
い
る
互
い
の
「
生
の
現
場
」
に
李
翱
の
意
識
を
も
ど
す
。
の
み
な
ら
ず
、
李
翱
の
輕

せ
い

口
を
逆
轉
さ
せ
た
こ
と
の
描
寫
の
言
葉
を
追
っ
て
聞
か
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
李
翱
が
自
身
を
見
失
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
來
山

の
本
旨
を
思
い
出
さ
せ
、
か
つ
そ
の
本
旨
に
對
應
す
る
應
答
と
し
て
現
に
「
生
の
現
場
」
に
い
ま
い
て
自
覺
で
き
て
い
る
こ
と
を

せ
い

解
説
的
に
確
認
す
る
。
最
初
の
呼
び
か
け
と
後
の
解
説
的
確
認
と
い
う
二
段
階
の
懇
切
な
教
示
を
理
解
し
た
李
翱
は
感
謝
す
る
、

と
い
う
文
脈
の
も
の
と
し
て
讀
め
る
。
假
に
こ
の
理
解
が
認
め
ら
れ
る
と
し
た
場
合
、
李
翱
が
輕
口
を
言
う
、
藥
山
が
聞
く
、
藥

山
が
呼
ぶ
、
李
翱
が
思
わ
ず
返
事
す
る
、
藥
山
が
確
認
の
言
葉
を
言
う
と
い
う
や
り
と
り
に
、
わ
ず
か
數
秒
の
こ
と
と
思
わ
れ
る

が
、
五
感
を
も
っ
て
世
界
に
向
き
合
い
互
い
に
出
會
っ
て
心
を
働
か
せ
て
い
る
透
明
だ
が
濃
密
な
場
面
と
、
そ
れ
を
創
り
出
し
て

い
く
藥
山
、
理
解
す
る
李
翱
の
力
量
と
が
う
か
び
あ
が
る
。
對
象
資
料
の
現
場
に
迫
る
に
は
、
わ
れ
わ
れ
が
い
ま
持
つ
現
場
の
體

感
を
直
に
語
る
の
で
は
な
く
、
資
料
を
通
し
た
共
振
的
想
像
を
重
ね
、
そ
れ
を
説
明
に
還
元
し
描
寫
す
る
こ
と
で
、
自
身
が
い
ま

こ
こ
に
持
つ
の
で
は
な
い
資
料
内
の
「
現
場
」
に
近
づ
い
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

（
２
）「
實
踐
「
知
」」
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
。
前
稿
で
述
べ
た
が
（
二
六
頁
以
下
）
、「
説
明
」
と
い
う
こ
と
の
特
質
を
本
論
の
文
脈

で
捉
え
る
に
は
、
「
わ
か
る
」
と
い
う
こ
と
を
、
①
情
緒
②
實
踐
知
③
學
知
的
「
説
明
」
に
わ
け
て
そ
の
相
關
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
。
三
つ
は
完
全
に
は
分
離
で
き
ず
、
重
な
り
あ
う
。
以
下
、
前
稿
を
、
若
干
改
訂
し
て
引
用
す
る
。「
／
」
は
段
落
箇
所
。

「
心
身
一
如
と
し
て
存
す
る
主
體
の
意
識
野
で
強
い
て
言
え
ば
、
③
が
意
識
上
の
理
知
的
側
面
に
傾
く
の
に
對
し
、
①
②
の
二

者
は
、
③
と
比
較
し
て
言
う
と
、
一
如
の
心
身
相
關
の
中
で
の
〈
身
體
〉
の
要
素
が
重
要
な
役
割
を
占
め
る
。
／
②
の
「
實
踐
知
」

と
い
う
の
は
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
で
あ
ろ
う
が
、
例
え
ば
、
武
術
や
ス
ポ
ー
ツ
で
の
身
の
こ
な
し
や
、
そ
こ
で
の
相
手
と
の
對
峙

の
場
で
相
手
の
動
き
が
み
え
た
り
、
な
す
べ
き
こ
と
が
身
體
の
反
應
と
し
て
わ
か
る
感
覺
、
あ
る
い
は
對
峙
の
中
で
考
え
る
こ
と
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が
身
の
振
る
舞
い
と
し
て
的
確
に
あ
ら
わ
せ
、
言
語
化
を
通
す
こ
と
な
く
課
題
の
場
に
對
應
し
て
振
る
舞
う
こ
と
が
、
心
身
一
如

の
身
に
自
覺
化
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
樣
態
で
あ
る
。
／
①
も
②
も
言
葉
を
と
も
わ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
し
そ
の
言
葉
の
多

く
は
、
「
お
い
し
い
ね
、
こ
の
桃
は
」
と
い
っ
た
よ
う
な
、
心
身
の
感
情
、
體
驗
か
ら
直
接
に
情
緒
的
に
表
出
さ
れ
、
表
出
者
を

、
、
、
、
、

中
心
化
す
る
こ
と
か
ら
離
れ
な
い
言
葉
で
あ
る
。
離
れ
な
い
な
が
ら
も
、
①
②
に
つ
い
て
の
同
じ
場
や
體
驗
の
中
に
あ
る
場
合
は
、

そ
の
體
驗
を
媒
介
と
し
、
か
つ
ま
た
直
接
的
・
情
緒
的
な
そ
の
表
出
の
言
葉
を
手
が
か
り
と
し
て
、
表
出
者
が
表
出
し
よ
う
と
し

て
い
る
事
柄
が
（
自
身
の
身
體
知
に
新
た
な
分
節
を
生
じ
た
り
す
る
こ
と
も
含
め
）「
わ
か
」
り
共
感
す
る
こ
と
も
多
く
あ
る
。

身
體
を
通
し
て
共
振
的
に
「
わ
か
」
る
世
界
の
基
礎
が
こ
こ
に
あ
る
。
／
③
の
「
説
明
」
の
言
葉
は
傳
達
の
言
葉
で
あ
る
。
言
葉

の
傳
達
機
能
面
を
生
か
す
た
め
に
は
、
そ
の
表
出
者
を
中
心
化
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
言
葉
を
理
解
し
使
用
す
る
者
同
士
の
立

場
が
、
完
全
と
は
言
え
な
く
と
も
自
身
を
中
心
化
せ
ず
相
互
に
交
換
可
能
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
身
の
振
る
舞

い
か
ら
表
出
さ
れ
る
②
の
實
踐
知
の
言
葉
の
あ
り
方
と
は
異
な
る
樣
態
で
あ
る
。
ま
た
、「
説
明
」
は
、
表
現
す
る
事
柄
を
「
對

象
」
化
し
て
捉
え
、
そ
の
對
象
同
士
の
連
關
を
描
寫
し
傳
え
る
。
そ
こ
で
は
表
現
す
べ
き
對
象
と
表
現
主
體
と
に
距
離
を
取
る
こ

と
が
要
請
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
②
の
實
踐
知
の
事
柄
を
「
説
明
」
の
言
葉
に
載
せ
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
實
踐
知
と
し
て
わ

か
る
こ
と
の
中
に
あ
る
、
主
體
に
お
け
る
體
驗
の
直
接
性
か
ら
距
離
を
置
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
實
踐
知
の
事
柄
を
學
知
と
し

て
傳
え
る
に
は
、
時
に
は
困
難
が
と
も
な
う
。」

（
３
）
前
稿
「
注
（
１
）」
と
以
下
、
内
容
が
や
は
り
重
な
る
が
、「
形
而
上
・
形
而
下
」
は
、
も
と
『
易
』
繋
辭
傳
に
由
來
す
る
語
で
あ

る
。
そ
こ
で
は
形
を
と
っ
て
み
え
る
よ
う
に
な
る
以
前
と
形
と
な
っ
た
後
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
る
。
筆
者
は
「
哲
學
」
分
野
に

つ
い
て
發
言
す
る
能
力
を
持
た
な
い
が
、
こ
こ
にm

etaphisics

の
意
は
薄
い
と
思
わ
れ
る
。m

etaphisics

に
近
い
意
味
で
使
う
と
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思
わ
れ
る
の
は
、
「
離
了
陰
陽
更
無
道
。
所
以
陰
陽
者
是
道
也
。
陰
陽
、
氣
也
。
氣
是
形
而
下
者
、
道
是
形
而
上
者
。
形
而
上
者

則
是
密
也
」（
『
河
南
程
氏
遺
書
』
卷
一
五
）
と
い
う
程
頤
の
語
で
あ
る
。
こ
の
發
言
で
は
「
道
」
と
「
陰
陽
」
と
が
現
象
世
界
と

い
う
同
次
元
に
あ
る
と
は
み
ず
、「
道
」
は
現
象
世
界
の
「
陰
陽
」
か
ら
ま
っ
た
く
離
れ
る
の
で
は
な
い
が
、「
所
以
」
と
い
う
論

理
的
關
係
と
し
て
語
ら
れ
る
異
次
元
に
あ
る
と
さ
れ
、「
道
」
の
位
置
が
ほ
ぼm

etaphisics

に
近
い
言
い
方
と
な
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
意
味
で
の
「
形
而
上
」
の
次
元
は
、
思
弁
の
對
象
と
し
て
、
現
象
世
界
と
の
論
理
關
係
を
言
葉
で
説
明
的
に
た
ど
る
こ
と

に
な
る
。
以
下
、
本
稿
で
「
形
而
上
」
と
言
う
場
合
は
、m

etaphisics

の
意
で
も
な
く
『
易
』
の
原
義
で
も
な
く
、
中
間
的
な
こ

う
し
た
意
味
で
使
用
し
、
中
國
思
想
を
も
引
き
ず
る
こ
と
か
ら
、
カ
ッ
コ
つ
き
で
表
現
す
る
。
人
間
の
存
在
者
と
し
て
の
あ
り
方

や
そ
の
環
境
世
界
の
し
く
み
の
論
全
般
を
、
本
稿
で
は
「
「
形
而
上
」
の
問
題
」
と
言
う
。

（
４
）
併
せ
て
、
四
書
注
釋
が
體
系
的
な
テ
キ
ス
ト
と
し
て
中
國
社
會
の
科
擧
文
化
の
場
に
提
供
さ
れ
、
そ
う
し
た
説
明
が
讀
者
の
支
持

を
受
け
、
そ
れ
ゆ
え
基
本
的
に
は
文
獻
を
通
し
て
説
明
的
に
理
解
す
る
こ
と
に
な
る
よ
う
な
中
國
以
外
の
東
ア
ジ
ア
各
社
會
に
も

廣
が
る
こ
と
に
な
っ
た
と
論
じ
た
。
か
か
る
前
稿
に
思
い
至
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
五
～
九
年
の
特
定
領
域
研
究
「
東
ア
ジ
ア
の
海

域
交
流
と
日
本
傳
統
文
化
の
形
成
―
寧
波
を
焦
點
と
す
る
學
術
的
創
生
―
」
に
お
い
て
、
中
村
春
作
・
田
尻
祐
一
郎
・
前
田
勉
氏

ら
と
「
儒
學
テ
キ
ス
ト
を
通
し
て
の
近
世
的
思
考
樣
式
の
形
成
―
日
中
に
お
け
る
對
照
的
研
究
―
」
研
究
班
を
組
み
、
江
戸
儒
學

が
書
物
テ
キ
ス
ト
を
通
し
て
中
國
朱
子
學
を
理
解
、
再
構
成
し
、
か
つ
日
本
か
ら
み
た
と
き
の
違
和
感
に
よ
り
江
戸
の
思
想
が
中

國
を
基
準
と
す
る
こ
と
か
ら
離
脱
す
る
樣
相
を
檢
討
す
る
機
會
を
得
た
た
め
で
あ
る
。

（
５
）
明
示
的
に
解
説
す
る
代
表
的
表
現
と
し
て
、「
中
庸
章
句
序
」
の
「
心
之
虛
靈
知
覺
一
而
已
矣
。
而
以
爲
有
人
心
道
心
之
異
者
、

則
以
其
或
生
於
形
氣
之
私
、
或
原
於
性
命
之
正
、
而
所
以
爲
知
覺
者
不
同
。
是
以
或
危
殆
而
不
安
、
或
微
妙
而
難
見
耳
。
然
人
莫
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不
有
是
形
、
故
雖
上
智
不
能
無
人
心
、
亦
莫
不
有
是
性
、
故
雖
下
愚
不
能
無
道
心
。
二
者
雜
於
方
寸
之
閒
、
…
…
」
と
い
う
記
述

が
あ
る
。

（
６
）『
論
語
』
本
章
を
思
想
史
研
究
の
立
場
か
ら
解
讀
し
た
も
の
に
、
松
川
健
二
『
宋
明
の
論
語
』「
一
貫
の
道

吾
道
一
以
貫
之
」（
汲

古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
。
一
九
九
一
年
初
出
）
が
あ
り
、
幅
廣
く
議
論
を
追
っ
て
興
味
深
い
。『
論
語
集
注
』
全
譯
（
１
～
４
。

平
凡
社
、
東
洋
文
庫
、
二
〇
一
三
～
五
年
。
本
章
の
譯
注
と
補
説
は
、
１
の
三
四
七
頁
以
下
）
事
業
を
完
遂
し
た
土
田
健
次
郎
氏

は
、
譯
注
過
程
で
得
ら
れ
た
知
見
を
論
じ
た
「
『
論
語
集
注
』
は
ど
の
よ
う
な
書
物
か
」（
『
國
學
院
中
國
學
會
報
』
第
六
十
六
輯
、

二
〇
一
五
年
）
の
結
び
で
、
集
注
の
思
想
が
よ
く
現
れ
て
い
る
箇
所
と
し
て
、
聖
人
、
賢
人
、
常
人
の
段
階
の
境
地
を
説
き
、
學

び
を
促
す
と
し
て
、
本
章
の
集
注
を
擧
げ
て
い
る
。

（
７
）
佐
野
公
治
『
四
書
學
史
の
研
究
』
（
創
文
社
、
一
九
八
八
年
）
第
一
章
「
四
書
學
の
成
立

―
朱
子
に
お
け
る
經
書
學
の
構
造

―
」（
一
九
八
四
年
初
出
）。
以
下
の
引
用
は
、
同
書
の
五
九
頁
、
七
五
頁
よ
り
。
引
用
前
者
に
「
對
立
・
統
一
」
と
い
う
語
が

み
え
る
が
、
大
濱
晧
『
朱
子
の
哲
學
』（
東
京
大
學
出
版
會
、
一
九
八
三
年
）
は
、
對
立
と
統
一
と
い
う
視
座
か
ら
朱
熹
の
哲
學

を
論
じ
る
。
程
頤
の
語
は
、「
知
生
之
道
、
則
知
死
之
道
。
盡
事
人
之
道
、
則
盡
事
鬼
之
道
。
死
生
人
鬼
、
一
而
二
、
二
而
一
者

也
。」（
『
程
氏
遺
書
』
卷
二
五

）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

41

（
８
）『
朱
子
語
類
』
で
は
、
程
頤
の
引
用
（
三
條
）
以
外
に
朱
熹
の
敍
述
の
言
葉
と
し
て
出
現
も
す
る
（
三
條
）
が
、『
四
書
集
注
』『
四

書
或
問
』
に
は
程
頤
の
引
用
以
外
に
直
接
に
は
出
て
こ
な
い
。

（
９
）「
體
用
」
に
つ
い
て
は
、
池
田
秀
三
「
體
と
用
」（
『
中
國
宗
教
思
想

２
』
岩
波
講
座
東
洋
思
想
第

卷
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇

14

年
）
、
島
田
虔
次｢

體
用
の
歴
史
に
寄
せ
て｣

(

『
中
國
思
想
史
の
研
究
』
京
都
大
學
出
版
會
、
二
〇
〇
二
年
。
一
九
六
一
年
初
出)
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等
に
的
確
な
論
述
が
あ
る
。
後
者
に
、「
任
意
の
二
項
の
う
ち
、
甲
を
本
體
と
す
れ
ば
乙
は
そ
の
現
象
も
し
く
は
作
用
、
と
い
う

の
で
あ
っ
て
少
し
も
差
し
支
え
な
い
。」
と
あ
る
記
述
は
大
事
で
あ
る
。
體
用
は
、
實
體
性
を
伴
う
喩
え
だ
と
水
と
波
と
の
關
係

に
比
定
さ
れ
る
が
、
多
樣
な
事
象
に
融
通
無
碍
に
適
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
あ
る
事
象
に
適
用
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
そ
の
あ
る
事
象
の
「
體
」
が
別
の
視
點
で
「
用
」
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
固
定
視
す
る
と
適
用
の
意
圖
と
効
果
を
見
誤
る
。

ま
た
、
體
が
第
一
性
、
用
が
第
二
性
的
と
ふ
つ
う
言
わ
れ
る
が
、「
用
」
に
對
す
る
論
理
的
位
置
の
も
の
と
し
て
の
「
體
」
を
認

知
、
認
定
し
た
段
階
に
お
い
て
、「
體
」
の
主
導
性
が
み
と
め
ら
れ
る
と
み
る
の
が
よ
い
と
考
え
る
。「
理
一
分
殊
」
に
つ
い
て
は
、

市
來
「
朱
熹
に
お
け
る
『
理
一
分
殊
』
の
風
景
」（
『
中
國
の
思
想
世
界
』
中
嶋
先
生
退
休
記
念
事
業
會
編
、
イ
ズ
ミ
ヤ
出
版
、
二

〇
〇
六
年
）
に
お
い
て
、
程
頤
、
程
門
、
朱
熹
と
朱
門
に
お
け
る
理
解
の
展
開
を
追
っ
た
。
朱
熹
の
理
解
の
基
本
は
、
『
西
銘
解

義
』
末
尾
の
「
論
」
に
あ
る
。
そ
こ
に
、「
（
張
載
の
「
西
銘
」
を
讃
え
て
）
程
子
以
爲
明
理
一
而
分
殊
、
可
謂
一
言
以
蔽
之
。
蓋

以
乾
爲
父
、
以
坤
爲
母
、
有
生
之
類
、
無
物
而
不
然
、
所
謂
理
一
也
。
而
人
物
之
生
、
血
脈
之
屬
、
各
親
其
親
、
各
子
其
子
、
則

其
分
亦
安
得
而
不
殊
哉
。
一
統
而
萬
殊
、
則
雖
天
下
一
家
、
中
國
一
人
、
而
不
流
於
兼
愛
之
弊
。
萬
殊
而
一
貫
、
則
雖
親
疎
異
情
、

貴
賤
異
等
、
而
不
梏
於
有
我
之
私
。
此
西
銘
之
大
指
。」
と
あ
り
、
本
稿
第
一
節
の
「
一
統
／
萬
殊
」
も
出
現
し
て
い
る
。
各
親

族
一
族
の
相
違
が
あ
り
な
が
ら
（
分
殊
）、
同
時
に
「
人
・
物
」
と
し
て
、「
中
國
」
の
人
と
し
て
在
る
（
理
一
）
と
み
る
。
特
殊

個
別
と
普
遍
と
い
う
こ
と
の
關
係
に
あ
た
る
。
『
語
類
』
で
朱
熹
は
、
理
一
と
分
殊
の
ど
ち
ら
か
重
視
で
は
な
く
兩
項
が
セ
ッ
ト

で
同
時
的
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
「
西
銘
」
の
一
句
一
句
に
み
る
べ
き
こ
と
を
強
調
す
る
。

（

）
朱
熹
の
太
極
論
の
深
ま
り
の
經
緯
に
つ
い
て
は
、
友
枝
龍
太
郎
『
朱
子
の
思
想
形
成
』（
改
訂
版
、
春
秋
社
、
一
九
七
九
年
）
第

10

二
章
第
一
節
「
太
極
説
（
一
）

―
已
發
未
發
説
の
太
極
説
に
及
ぼ
せ
る
影
響

―
」、
參
照
。
氏
は
「
六

太
極
解
成
立
の
時
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期
」
に
お
い
て
こ
の
「
解
」
の
基
本
が
朱
熹
四
〇
歳
六
月
頃
と
推
定
す
る
。
本
稿
の
論
か
ら
す
る
と
、「
二

長
沙
訪
問
以
前
の

太
極
説
」
の
論
述
に
お
い
て
、
『
延
平
答
問
』
に
お
け
る
太
極
論
に
、
理
と
氣
の
關
係
を
「
太
極
圖
解
・
圖
説
解
」
で
展
開
す
る

後
年
の
發
想
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
が
興
味
深
い
。
程
頤
の
「
離
了
陰
陽
更
無
道
。
所
以
陰
陽
者
是
道
也
。」
は
知
っ
て
い
た
は
ず

だ
が
、
そ
こ
で
の
「
形
而
上
・
下
」
論
と
太
極
論
と
は
、
こ
の
時
點
で
は
結
び
つ
い
て
は
い
な
い
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（

）
市
來｢

黄
榦
に
お
け
る
『
爲
己
の
學
』
の
表
象｣

(

『
集
刊
東
洋
學
』
第
一
〇
〇
號
、
二
〇
〇
八
年
）。

11
（

）
注
（

）
友
枝
書
第
一
章
第
一
節
「
已
發
未
發
説
」、
參
照
。

12

10

（

）
中
純
夫
「
朱
子
の
工
夫
論
に
つ
い
て

―
未
發
已
發
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て

―
」（『
中
國
思
想
史
研
究
』
第
七
號
、
一
九
八
五
年
）

13
（

）
い
わ
ゆ
る
「
鬼
神
」
論
も
、
朱
熹
が
『
中
庸
』
第
十
六
章
の
「
鬼
神
」
を
世
界
の
し
く
み
を
説
く
論
と
し
て
解
説
す
る
の
に
對
し
、

14

門
人
が
自
身
の
祭
祀
の
行
方
か
ら
多
く
質
問
を
し
、
質
問
と
應
答
が
ず
れ
て
大
い
に
錯
綜
す
る
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
市
來
「
朱

熹
祭
祀
感
格
説
に
お
け
る
「
理
」

―
朱
門
に
お
け
る
朱
熹
思
想
理
解
の
一
樣
態

―
」（
『
朱
熹
門
人
集
團
形
成
の
研
究
』
創
文

社
、
二
〇
〇
二
年
。
初
出
一
九
九
六
年
）
に
お
い
て
、
ず
れ
の
樣
相
を
論
じ
た
。

（

）
次
世
代
の
「
後
生
」
に
あ
た
る
研
究
者
の
成
果
だ
が
、
宮
下
和
大
『
朱
熹
修
養
論
の
研
究
』（
麗
澤
大
學
出
版
會
、
二
〇
一
五
年
）

15

は
、「
生
の
現
場
」
の
實
踐
知
ⓒ
と
「
説
明
」
に
お
け
る
そ
れ
ⓐ
と
の
距
離
と
い
う
本
稿
の
問
題
と
重
な
る
課
題
に
つ
い
て
、「
修

養
」
と
「
實
効
性
」
と
い
う
視
座
か
ら
、
總
合
的
な
見
る
べ
き
論
述
を
し
て
い
る
。

（

）『
性
理
大
全
書
』
の
形
成
と
そ
の
注
釋
書
の
、
科
擧
と
の
關
連
で
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
三
浦
秀
一
「
『
性
理
大
全
書
』
の
書
誌
學

16

的
考
察
」（
『
科
擧
と
性
理
學

―
明
代
思
想
史
新
探

―
』
研
文
出
版
、
二
〇
一
六
年
。
二
〇
一
三
年
初
出
）、
參
照
。

（

）
『
傳
習
錄
』
他
、
王
守
仁
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
永
富
青
地
『
王
守
仁
著
作
の
文
獻
學
的
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）、

17
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參
照
。

（

）「
物
體
と
し
て
の
父
の
身
體
」
と
と
る
の
は
、『
傳
習
錄
』
中
卷
「
答
顧
東
橋
書
」
に
、「
（
前
略
）
…
…
。
求
孝
之
理
於
其
親
、
則

18

孝
之
理
、
其
果
在
於
吾
之
心
邪
。
抑
果
在
於
親
之
身
邪
。
假
而
果
在
於
親
之
身
、
則
親
没
之
後
、
吾
心
遂
無
孝
之
理
歟
。
…
…
」

と
み
え
る
揶
揄
に
據
る
。

（

）
「
生
の
現
場
」
で
の
工
夫
中
で
働
い
て
い
る
心
に
つ
い
て
「
内
外
な
し
」
と
直
接
言
う
例
は
、
「
又
問
、「
靜
坐
用
功
、
頗
覺
此
心

19

收
斂
。
遇
事
又
斷
了
、
旋
起
箇
念
頭
、
去
事
上
省
察
。
事
過
又
㝷
舊
功
、
還
覺
有
内
外
、
打
不
作
一
片
。」
先
生
曰
、「
此
格
物
之

説
未
透
。
心
何
嘗
有
内
外
。
即
如
惟
濬
今
在
此
講
論
、
又
豈
有
一
心
在
内
照
管
。
這
聽
講
説
時
專
敬
、
即
是
那
靜
坐
時
心
。
功
夫

、
、
、
、
、
、

一
貫
、
何
湏
更
起
念
頭
。
人
湏
在
事
上
磨
鍊
做
功
夫
、
乃
有
益
。
若
只
好
靜
、
遇
事
便
亂
、
終
無
長
進
、
那
靜
時
功
夫
亦
差
。
似

收
歛
而
實
放
溺
也
。」（
下
卷
第
四
條
）
と
み
え
る
。

（

）
以
上
、
王
守
仁
の
學
説
が
朱
子
學
思
考
に
對
し
て
は
心
の
「
内
外
」
の
問
題
と
し
て
立
ち
現
れ
る
こ
と
に
關
す
る
筆
者
な
り
の
論

20

述
に
つ
い
て
は
、
市
來
「
『
傳
習
錄
』
に
お
け
る
心
の
内
と
外
」
（
『
陽
明
學
』

號
、
二
〇
〇
九
年
）
、「
す
れ
ち
が
う
言
葉

―

21

羅
欽
順
の
陽
明
學
像

―
」
（
吉
田
公
平
教
授
退
休
記
念
論
集
刊
行
會
『
哲
學
資
源
と
し
て
の
中
國
思
想

―
吉
田
公
平
教
授
退

休
記
念
論
集

―
』
研
文
出
版
、
二
〇
一
三
年
）、
參
照
。

（

）
た
だ
し
説
明
に
對
し
「
生
の
現
場
」
を
對
抗
的
に
王
學
が
意
識
す
る
と
「
い
ま
、
こ
こ
」
を
中
心
化
す
る
意
識
の
陷
穽
に
は
ま
る

21

で
あ
ろ
う
。「
意
」
と
の
關
わ
り
の
「
物
」
に
刻
々
生
起
す
る
問
題
に
對
し
、「
身
心
意
知
物
」
の
「
心
」
が
「
物
」
と
の
關
わ
り

に
お
い
て
こ
れ
を
や
は
り
刻
々
感
知
し
、
變
化
す
る
課
題
＝
「
物
」
に
對
し
心
の
方
向
を
常
に
微
調
整
す
る
。「
良
知
」
の
働
き

に
つ
い
て
王
學
が
言
う
内
容
に
は
、「
生
の
現
場
」
で
の
こ
う
し
た
バ
ラ
ン
ス
調
整
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。


